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岩谷っ子まつり

11月3日に地域老人との交流を行いもちつき、

わら細工、グランドゴルフ、演芸会などをして楽

しい 1日を過ごしました。 （岩谷小学校にて）
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人口 3,426人(+1) 

男 1,668人(+1) 

女 1,758人（土0)

世帯数 1,009批（土0)

（平成5年10月31日現在）
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検
診
の
結
果
、
指
示
区
分
別
状
況

は
、
図

2
の
よ
う
に
、
年
齢
が
高
く

な
る
に
つ
れ
て
異
常
な
し
の
割
合
が

少
な
く
な
り
、
反
対
に
要
医
療
の
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す。

町
全
体
で
み
て
み
る
と
、
異
常
な

年令別受診者の割合
表 2

男 女 計

39オ以下 ， 25 34 
40オ代 11 34 45 

50オ代 26 70 96 

60オ代 74 131 205 

70オ以上 92 127 219 

計 212 387 599 

し
は
、
一
六
・
五
％
と
約

二
割
し
か

健
康
で
な
く
、
残
り
四
割
は
要
指
導
、

四
割
が
要
医
療
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
合
判
定
の
結
果
は
、
図

3
の
よ

う
に
、
高
血
圧
と
境
界
高
血
症
を
合

わ
せ
る
と
、
約
五
割
の
方
、
二
人
に

図 1

総合判定結果
表 4

男 女 計

高血圧 63 113 176 

境界高血圧 50 104 154 

血糖異常 68 87 155 

貧血 45 93 138 

心電図異常 45 89 134 

高コレステロール血症 21 28 49 

低コレステロール血症 24 13 37 

肝機能障害 11 20 31 

眼底異常 8 14 22 

受診者合計 212 387 599 指導区分別状況
（％） 

30 

20 

10 

29.4% 

年
齢
別
の
受
診
者

の
状
況
を
み
て

み
る
と
、
図

1
の
よ
う
に
七
十
歳
以

上
の
受
診
者
が
最
も
多
く
、
次
い
で

六
十
歳
代
、
五
十
歳
代
、

四
十
歳
代
、

三
十
九
歳
以
下
と
な

っ
て
お
り
、
四

十
代
、
五
十
代
の
働
き
盛
り
の
年
齢

層
の
方
が
、
あ
ま
り
受
け
ら
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。

H 5年度成人病検診受診状況
表 1

場 所 人数

5月 7日（金） 予子林公民館 55 人

5月13日（木） 郷集会所 29 

” 中津集会所 36 
6月 3日（木） 白石集会所 25 

” 森集会所 22 
6月11日（金） 大谷公民館 74 

7月 1日（木） 汗生集会所 20 

” 山槌 集会所 26 

7月 8日（木） 嘉城集会所 18 

” 正山公民館 19 
7月15日（木） 羽座谷集会所 25 

” 中居谷集会所 19 

8月 5日（木） 月野尾集会所 20 

” 小 藪集会所 35 

8月11日（水） 敷水集会所 17 

” 岩谷公民館 37 
8月12日（木） 保健セソター 122 

合計 599 

指導区分別状況

異常なし 要指導 要医療 計

39オ以 下 22 10 2 34 

4 0 オ代 16 21 8 45 

5 0 オ代 18 55 23 96 

6 0 オ代 28 92 85 205 

70オ以上 15 70 134 219 

計 99 248 252 599 

ヘま医
ルい療検
スま機診
チせ関は
ェんや‘
ッ°‘町
ク年職の
をに場検
し ー で 診
ま度受だ
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図3

39才以下

40オ代

50オ代

函）

異常なし 64.7% 

35.6% 

平
成
五
年
度
の
成
人
病
検
診
は
、

十
日
間
十
七
か
所
で
実
施
し
ま
し
た
。

受
診
状
況
は
、
表

1
の
と
お
り
で
、

五
九
九
人
の
方
が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。

表3
一
人
は
高
血
圧
関
係
の
病
気
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
他
、
高

血
糖
、
貧
血
、
心
電
図
異
常
の
順
に

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
疾
患
は
一

―

割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

高
血
圧

境
界高
血
圧

血
糖
異
常

貧
血

心
電
図異
常

い広こ産そ保営く水ね話松荷松れ意のもを根る化-

；贔；、贔塁？t：:喜旦土門とり：信言ロヽさし冒悶；［晨［位
う野大市と‘ノりし、発にるアくべる‘を選いたがをを
でできの自夕立る表ごが‘ノれ 、ノ よ再食択で ‘強 拒求消どる っ
あ本な話体 lっ農でと‘テ盛卜う生べも‘風い否め費ん゜て特
つ質こも結朝-家はもまナ会‘で産るさ要士゜し‘者ど生も産
て的と久構市と

も
の有始ず、ンに職心補価れ望に自生農自ん協らの

欲対にしな 答七機めよョ終員憎償値なにあ然産業力、拡組つ品
し応ついこ始ぇ五 農らいッ了もいまをい適つの改のら大織たを
いとな゜とめて％業れ品プで野゜で基°合た生革機経しはこ生

ら°なが小だ いはにぬををき菜九考本そし食体を械済て都と協
れ

つりさが る→と°作とたを月えにれな生系求化性し‘市がに
て‘し、特ぢ°経り農らの゜出のら合らい活にめ‘‘召であ扱

火
が
燃
え
あ
が
る
と

横
に
も
広
が
る

草
を
な
め
て
も
進
ん
で
い
く（町
長
）
必



(3)◎。羽。頷） 1 ⑲
 e
 

霧疇

世界のエイズ患者の状況 (WHO報告）

(1992年ll月現在）
W
H
O
は
、
一
九
八
八
年
に
世
界

的
レ
ベ
ル
で
の
エ
イ
ズ
撲
滅
を
目
的

と
し
て
十
二
月
一
日
を
「
世
界
エ
イ

ズ
デ
ー
」
と
定
め
、
エ
イ
ズ
に
関
す

る
啓
発
活
動
等
の
実
施
を
提
唱
し
て

い
ま
す
。

我
が
国
で
は
、
本
年
二
月
現
在
で

患
者
五
五
四
人
、
感
染
者
二
六

0
-

人
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
最
近
患
者

の
急
増
と
と
も
に
感
染
の
全
国
的
な

広
が
り
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
感
染
経
路
に
つ
い
て
も
異

性
間
の
性
的
接
触
に
よ
る
感
染
が
主

流
と
な
り
、
エ
イ
ズ
は
、
感
染
予
防

の
行
動
を
と
ら
な
け
れ
ば
誰
で
も
か

”
か
り
う
る
病
気
で
あ
る
こ
と
を
国
民

一
人
ひ
と
り
が
認
識
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

大
洲
保
健
所
で
は
「
エ
イ
ズ
予
防

週
間
」
に
関
係
な
く
エ
イ
ズ
に
関
し

て
相
談
を
受
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

血
液
検
査
も
原
則
無
料
で
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
パ
ソ
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や

講
演
会
に
お
け
る
講
師
の
脈
遣
等
も

行
っ
て
い
ま
す
。

尚
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
大
洲
保

健
所
6
二
四
I

三
一
六
五
番
予
防
係

ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

エイズ予防週間行事計画

行 事 開催日 場 所 備 考

:：：：:：：： I口;;:大洲：健所喜讐／口112000 
該当キャソペーソ 11月22日 松山市ほか

（大街道・銀天街）

15:30 ~16=30 
-------------------------------------------------------------------

世界のエイズボスクー展
11月24日～

12月1日
7ジグラソ松山

展示時間

8 :30 ~22:30 

愛
媛
県
で
は
十
二
月
一
日
か
ら
一

週
間
を
「エ

イ
ズ
予
防
週
間
」
と
し
、

エ
イ
ズ
の
正
し
い
知
識
の
普
及
、
患

者
に
対
す
る
社
会
の
差
別
を
な
く
す

た
め
、
次
の
よ
う
な
行
事
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

12
月

1
B
は

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

今
年
は
異
常
気
象
で
雨
の
日
が
多

く
全
国
的
に
稲
の
み
の
り
も
今
ま
で

に
比
べ
て
出
来
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
お
宅
で
は
い
か
が
で
し

た
か
。さ
て
、
米
コ
メ
体
験
ツ
ア
ー
の
稲

刈
り
が
予
子
林
の
体
験
交
流
館
で
十

月
十
七
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
先
立
っ
て
、
松
尾
課
長
よ

り
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
そ
の

後
日
程
説
明
、
次
に
池
田
義
喜
さ
ん

よ
り
刈
取
り
作
業
の
説
明
を
受
け
た

あ
と
、
一
斉
に
作
業
開
始
で
す
。
子

供
達
が
一
生
懸
命
に
稲
刈
り
を
す
る

姿
は
ほ
ん
と
う
に
頼
も
し
い
限
り
で

し
た
。二
十
束
位
の
稲
を
稲
木
に
掛
け
て

刈
取
り
作
業
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

昼
食
に
は
、
お
す
し
•
お
吸
物
、

刈
取
っ
た
田
ん
ぼ
の
中
で
ア
メ
ノ
ウ

オ
を
串
に
さ
し
て
炭
火
で
焼
き
、
中

1 1月は
「建設雇用改善推進月間」ーです

建設業に働く方の雇用の改善は進んでい

ますか！

建設業を営む事業主の皆さん、人手不足

が一層深刻化しています。建設業に働く方

の屈用の改善を進めましょう。

両、 くわしいことは、ハローワーク大洲

（大洲公共職業安定所）824-3191番

までお気軽にご相談ください。

に
は
一
人
で
六
匹

も
食
べ
た
と
い
う

子
供
も
い
ま
し
た
。

そ
の
後
も
ち

つ
き
が
あ
り
、

出
来
上
が
っ

た
も
ち
を
そ

れ
ぞ
れ
に
丸

め
て
口
に
ほ

お
ば
っ
て
い

ま
し
た
。
お

腹
も
い
っ
ぱ

い
に
な
り
、

場
所
を
移
動

し
て
鹿
鳴
園

の
横
の
栗
畑

で
栗
ひ
ろ
い

で
す
。
雨
の
中
皆
さ
ん
イ
ガ
か

ら
栗
を
取
り
出
す
の
に
悪
戦
苦

闘
で
し
た
。

もちの丸め方を教わる子供達

あ
い
に
く
雨
に
な
り
ま
し
た
が
、

楽
し
い
一
日
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
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老
齢
基
礎
年
金
は
、

六
十
五
歳
か
ら
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
納
付
記
録
が
わ

か
れ
ば
、
次
の
計
算
式

に
よ
り
年
金
額
を
求
め
る
こ
と
が
で

ぎ
ま
す
。

な
お
、
計
算
の
結
果
、
年
金
額
に

1
0
0円
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
と

き
は
、
五

0
円
未
満
は
切
り
捨
て
、

五
0
円
以
上
は
一

0
0
円
に
切
り
上

げ
て
く
だ
さ
い
。

年金だより

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
は
い
く
ら
で
す
か

加入可能年数

生 年 月 日 加入可能年数

大正15年4月2日～昭和2年4月1日 (300月）25年

昭和2年4月2日～昭和3年4月1日 (312月）26年

昭和3年4月2日～昭和4年4月1日 (324月）27年

昭和4年4月2日～昭和5年4月1日 (336月）28年

昭和5年4月2日～昭和6年4月1日 (348月）29年

昭和6年4月2日～昭和7年4月1日 (360月）30年

昭和7年4月2日～昭和8年4月1日 (372月）31年

昭和8年4月2日～昭和9年4月1日 (384月）32年

昭和9年4月2日～昭和10年4月1日 (396月）33年

昭和10年4月2日～昭和11年4月1日 (408月）34年

昭和11年4月2日～昭和12年4月1日 (420月）35年

昭和12年4月2日～昭和13年4月1日 (432月）36年

昭和13年4月2日～昭和14年4月1日 (444月）37年

昭和14年4月2日～昭和15年4月1日 (456月）38年

昭和15年4月2日～昭和16年4月1日 (468月）39年

老
人
保
健
法
が
施
行
さ
れ
、
七
〇

歳
（
寝
た
き
り
の
人
は
六
五
歳
）
以
上

の
全
国
の
お
と
し
よ
り
は
み
ん
な
老

人
保
健
で
診
療
を
う
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

詞
｀
い
い□〖

健
康
保
険
、
共
済
組

合
、
船
員
保
健
、
日

聾
案
／
こ

雇
健
保
な
ど
の
加
入

ぎ
え

示

の

者

（

被
保
険
者
や
扶

倍

健

養

家

族

）

と
し
て
お

麿
〗
□□
[
[
／
□

茂

入

わ

け
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
は
み
ん
な
、
七

0
歳
の
誕
生
日
と
同

t
 

時
に
（
六
五
歳
以
上
の
寝
た
ぎ
り
の

人
は
、
寝
た
き
り
の
状
態
で
あ
る
と

市
町
村
長
が
認
定
し
た
日
か
ら
）老

＂
人
保
健
に
き
り
か
わ
り
、
老
人
保
健

で
診
療
を
う
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
き
り
か
え
に
な
る
の
は

医
療
に
つ
い
て
だ
け
で
、
い
ま
ま
で

の
医
療
保
険
の
加
入
者
と
し
て
の
資

格
は
失
わ
れ
ま
せ
ん
。

診
療
を
う
け
る
場
合
は
、
い
ま
ま

で
通
り
の
保
険
証
が
必
要
で
す
し
、

医
療
以
外
の
現
金
給
付
（
例
え
ば
、

国
民
健
康
保
険
の
場
合
は
葬
祭
費
、

職
場
の
健
康
保
険
の
場
合
は
埋
葬
料

や
傷
病
手
当
金
）
は
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
。

七
0
歳
に
な
る
人
は
、
役
場
へ
保

険
証
を
除
え
て
老
人
保
健
の
受
給
資

格
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（

用

紙
は
役
場
に
あ
り
ま
す
。
）

ま
た
六
五
歳
以
上
で
寝
た
ぎ
り
に

な
っ
た
人
は
、
国
民
年
金
証
書
、
障

害
年
金
証
書
ま
た
は
医
師
の
診
断
書

に
保
険
証
を
添
え
て
、
市
町
村
長
に

認
定
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
昭
和
十
六
年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
の
場
合

②
大
正
十
五
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和

十
六
年
四
月

一
日
ま
で
の
生
ま
れ
の

者
の
場
合

年
金
額
を
計
算
す
る
場
合
、
保
険

料
納
付
済
期
間
の
月
数
は
、
第
一
号

被
保
険
者
期
間
の
う
ち
保
険
料
を
納

付
し
た
期
間
、
第
二
号
被
保
険
者
期

間
及
び
第
三
号
被
保
険
者
期
間
を
合

算
し
た
期
間
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
免
除
期
間
は
、
第
一
号
被

保
険
者
期
間
の
う
ち
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
こ

と
等
の
理
由
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

免
除
の
手
続
き
を
行
い
免
除
と
な
っ

て
い
る
期
間
を
合
算
し
た
期
間
と
な

り
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
は
、
少

な
く
と
も
五
年
に

一
度
行
わ
れ
る
財

政
再
計
算
期
ご
と
に
、
見
直
し
が
行

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
間
に
、
物

価
上
昇
に
よ
る
年
金
額
の
実
質
価
値

の
低
下
が
あ
っ
た
場
合
は
、
こ
れ
を

自
動
的
に
埋
め
合
わ
せ
る
物
価
ス
ラ

イ
ド
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
年
金
額
に
反
映
さ
れ

る
の
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
と
保

険
料
免
除
期
間
で
す
の
で
、
保
険
料

未
納
期
間
が
あ
り
ま
す
と
、
そ
の
期

間
に
応
じ
て
年
金
額
が
減
額
に
な
り

ま
す
。詳
し
く
は
、
役
場
の
国
民
年
金
係

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

①（昭和16年4月2日以降に生まれた者の場合）

（保険料納付済）＋（保険料免除

年金額＝737,300円x
期間の月数 期間の月数

480月(40年 x12月）

X 、J
'

l
_
3
 

②（大正15年4月2日から昭和16年4月1日までの生まれの者の場合）

（保険料納付済）

年金額＝
期間の月数

十
（保険料免除
期間の月数

X ヽ

1

l
-
3
 

加入可能年数x12月

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
や

年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
た
め
、
福
祉
施
設
を

設
置
し
て
年
金
給
付
の
効
果
を
側
面

か
ら
援
助
し
て

か

い

ま

す

。

す

現

在

、

全

国

で

各

地

、

五

一

ヶ

所
に
国
民
年
金

の
会
館
、
保
健

一

じ

夕

存

セ

ソ

タ

ー

、

保

ン

ご

養

セ

ソ

タ

ー

が

セ

を

設

置

さ

れ

て

お

養

り

、

心

身

の

保

保

J

養
、
健
康
の
保

金

ま

持

・

増

進

に

役

年

じ

立

て

ら

れ

て

い
咲
媛
県
で
は
、

民

わ

ま

す

。

国

ぅ

宇

和

島

市

に

国

民
年
金
保
養
セ

r
 

ソ
タ
ー
「
う
わ
じ
ま
」
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
各
種
宴
会
、
諸
会
議
、

ご
宿
泊
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
養
セ
ソ
タ
ー

~
o
八
九
五
ー
ニ
五
ー
三

0
0
0

夕
•
セス
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「肱川町奨学生」の募集について
このことについて下記の要領で募集します。

1. 応募資格

(1) 高等学校（高等専門学校・盲学校・ろう学校及び養護学
校高等部）また、大学（これに準ずる教育施設）及び各種学
校に在学する者並びに生涯教育に関する研修を受ける者。
(2)学業・人物ともにすぐれ、且つ健康な者。
(3) 学資の支弁が困難であると認められた者。
(4) 日本国民であって保護者が、肱川町に居住する者。

2. 奨学金の貸付限度額

(1) 高等学校に在学する者。
(2)大学に在学する者。
(3)医科大学に在学する者。
(4) 各種学校に在学する者。
(5)生涯教育に関する研修を受ける者。

3. 受付期間

平成5年12月 1日～平成 6年 1月末日

4. 奨学生の認定

肱川町教育振興基金審査会の審査を経て町長が認定する。

記

月額12,000円
月額24,000円
月額50,000円
月額20,000円
必要経費を補助

5. お問い合わせ先

肱川町教育委員会 電話34-3424

か
し
”
へ
ぎ
地
・
小
規
模
校
の
よ
さ
を
生

か
し
、
活
力
あ
ふ
れ
る
児
童
生
徒
を 左から中塚、安川両氏

へ
き
地
教
育
研
究
大
会
で
感
謝
状

育
て
る
学
校
づ
く
り
“
を
テ
ー
マ
に

去
る
十
月
十
九
日
・
ニ
十
日
の
両
日

河
辺
小
・
中
学
校
を
会
場
に
開
か
れ

た
愛
媛
県
へ
き
地
教
育
研
究
大
会
に

お
い
て
、
名
荷
谷
の
安
川
正
則

・
大

谷
の
中
塚
忠
両
氏
が
、
へ
き
地
教
育

振
輿
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
、
愛
媛

県
へ
き
地
教
育
振
典
会
長
よ
り
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
、
今
後

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

安
川
正
則
・
中
塚
忠
両
氏
受
章

平成6年度一般入試学生募集

1.募集学科 ・定員

機械系40名（生産技術・制御技術科）

情報処理科20名・住居環境科20名

2.応募資格：高等学校を卒業した者

（平成6年 3月卒業見込みの者を含む）

3.入試科目：数学（数 I・基礎解析）

英語（英語 I)

4.願書受付：平成6年 1月25日（火）

~2月2日（水）

5.選考日：平成6年 2月9日（水）

6.試験地：本校・徳島・松山・高知

7. 入試の問い合わせ先

香川職業能力開発短期大学校

学務課(TEL0877-24-6290) 

香川県丸亀市郡家町3202

たでたた等 生子
と．の作
思お業 し使
°りを白寿会会員と予子林小学校 徒林 母

白年
い弁後
ま当‘ ー箪 児童生徒とのふれあい 畠二贋
すはき緒を 園と行
゜まれ に集指園時り草滝七五の た公月児 予事
三 たい 作め導ににを刈公時名み当゜園二と子と
時格に 業たの到は行機園三参な日 で十の林な
位別な をりも着生いやに十加さ閃 行五交小つ
まなつ 行‘とし徒‘鎌集分-ん わ日流学て
で味た いむク先達又でまにがへ白 れ猿会校い
演だ公 ましマ生も‘草り猿午四寿 まケが児る
芸っ 園 しつデの公十刈‘ケ前十会 し滝十 童予

白寿会の人と仲良く草むしりをする子供たち

大
会
等
も
あ
り
、
秋
晴
れ
の
も
と、

野
外
で
の
催
し
は
、
皆
さ
ん
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
を
よ
り
一
層
深
め
ら

れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
、
元
気
で
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

No.〈オX日缶りプXK”シ面》＿

．iー[i§

お父さん

英樹さん

お母さん

由美さん

今
、
僕
の
一
番
の
宝
物
は
、

車
の
ビ
デ
オ
の
箱
。
何
処
に

行
く
の
も
、
寝
る
時
も
、
い

つ
も
一
緒
な
ん
だ
。

車
、
マ
ジ
ッ
ク
、
電
池
大

好
ぎ
。

で
も
、
歯
み
が
ぎ
、

シ
ャ
ソ
プ
ー
は
ち
ょ
っ
と
苦

手
。
ワ
ソ
パ
ク
坊
主
の
大
地

だ
け
ど
、
よ
ろ
し
く
ネ
。

上
川
剛
志
く
ん
（
汗
生
）

平
成

3
年

12
月
3
日
生

1
歳
11
か
月

「
こ
ん
に
ち
は
。
ぼ
く
は
、

た
け
ち
ゃ
ん
で
す
。
歌
が
大
好

ぎ
、
け
ん
か
が
大
好
き
、
毎
日
、

お
兄
ち
ゃ
ん
と
た
た
か
っ
て
い

る
ぼ
く
で
す
。

で
も
、
と
て
も
や
さ
し
く
、

お
ま
け
に
周
り
の
事
に
よ
く
気

の
つ
く
ぼ
く
で
す
が
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

お父さん

義博さん

お母さん

宣子さん

今
岡
大
地
く
ん
（
中
野
）

平
成
3
年

10
月
1
9
日
生

2
歳
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肱川町財政事情の作成及び公表に関す

る条例に基づき、平成4年度の本町の財

政状況を公表します。

平成 5年10月 1日

肱川町長大野 和

一般会計決算状況 ー

歳入総額

39億8,221万円

歳出総額

38億4,573万円

315,168 

15億 10億

1,703,512 

5億

繰越金

町 税 農林水産費

繰入金 消防費

県支出金 土木費

国庫支出金 公債費

町 債 総務費

地方交付税 民生費

（単位：千円）

535,428 

842,537 

860,835 
l l l v ,  

2億 4億 6億 8億 10億

平成4年度の歳入総額は3,982,209千円です。
これは平成5年4月1日現在の人口が3,423人ですから、
一人当り1,163,368円になります。

平成4年度の歳出総額は、 3,845,728千円です。
これは平成5年4月1日現在の人口が3,423人ですから、
一人当り1,123,496円となります。

高齢者生活福祉センターを中心とした福祉ゾーン

1特別会計決算状況I
会］Bド芝] 歳 入 歳 出 差 引額

国 保 289,693 259,689 30,004 

水 道 121,284 105,460 15,824 

住 宅 3,218 3,017 201 

老 保 319,977 319,977 

゜計 734,172 688,143 46,029 
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平成4年度

層麗＇騨
肱川町の財政状況

園闊 I

完成間近の“風の博物館＇

町有財産の状況'

維持補修費

21,350租(0.6%)

扶助費

12,709刊(0.3%)

積立金

196,0ll ffl(S. 1%) 

繰出金

81,837祖 (2.1%)

貸付金

0祖(0%)

投資及ぴ出資金

486祖 (0.01%)

【土地】

●宅地等 258, 715m' 

●山林 644, 242m' 

【建物】 35, 409m' 

［証券】 0千円

【出資金】 48,661千円

【基金】 937,585千円

●財政調整基金

455,000千円

●その他 482,585千円

j「£い・“，べ99庄
-—· 全

1一般会計歳出の性質別分類＇

I IBJ民の負担と支出＇
（人口3,423人 5. 3.31日現在）

町税収入

175,762刑

※町民 1人あたり
5万 l千円

物件費
185,390把

(4.8%) 

※町民
1人あたり

112万3千円

i 
阿｛員の現在高＇

奮―

竃 ，
 

39億8千万円

町民 1人あたり町債額

116万4千円

完成した農村体験宿泊施設
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マッサージサービスを受けるお年寄り

九
月
二
十
八
日
肱
流
苑
で
戒
野
智

恵
子
さ
ん
が
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
に
来

て
い
る
お
年
寄
り
に

一
人
三
十
分
程

度
で
八
人
程
の
人
達
に
マ
ッ
サ
ー
ジ

の
サ
ー
ビ
ス
を
し
ま
し
た
。

戒
野
さ
ん
は
五
十
五

ス

オ

の

時

、

急

に

目

が

か

す
ん
で
き
て
見
え
な
く

ピ一
サ

な

り

、

そ

れ

か

ら

二

年

る

ジ

間

盲

学

校

で

学

び

、

そ

よ

ー

し

て

国

家

試

験

を

受

け

に

サ

て

見

事

に

、

指

圧

師

・

あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

仕
ツ

師
の
資
格
を
と
り
平
成

奉
マ

三
年
の
六
月
よ
り
開
業
し
て
お
ら
れ

ま
す
。当
日
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
た

お
年
寄
り
の
方
々
は
大
変
喜
ば
れ
、

”
 
感
謝
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
ず
元
気
で
頑

張
っ
て
下
さ
い
。

雲
―
つ
な
い
秋
晴
れ
の
十
月
一
日

肱
流
苑
グ
ラ
ソ
ド
に
お
い
て
、
第
一

回
肱
流
苑
杯
グ
ラ
ソ
ド
ゴ
ル
フ
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
肱
流
苑
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
々
の
健
康
づ
く
り
と
親
ぽ

く
を
深
め
よ
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の

で
、
当
日
は
選
手
・
応
援
者
約
八
十

人
と
肱
川
中
学
校
生
徒
会
役
員
・
同

校
環
境
部
員
が
特
別
参
加
し
て
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

最
近
、
若
い
人
か
ら
お
年
寄
り
に

人
気
の
あ
る
グ
ラ
ソ
ド
ゴ
ル
フ
は
、

ル
ー
ル
が
簡
単
で
自
分
の
ペ
ー
ス
で

楽
し
め
る
軽
ス
ボ
ー
ツ
と
し
て
肱
流

苑
で
も
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

大
会
は
大
野
町
長
の
始
球
式
の
あ

と
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ー
ス
ご
と

に
チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
、
一
チ
ー
ム

六
人
に
よ
る
団
体
戦
と
個
人
戦
が
行

［
 

グランドゴルフで

肱中生徒とお年寄りが交流J
 

わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
団
体
の
部
が

日
頃
練
習
熱
心
な
小
藪
A
チ
ー
ム
が

優
勝
＞
二
位
は
正
山
、

三
位
は
大
谷
、

個
人
の
部
で
は
優
勝
沖
荒
次
郎
さ
ん
、

二
位
片
山
ゥ
メ
子
さ
ん
、
三
位
片
山

ユ
ク
子
さ
ん
で
小
藪
チ
ー
ム
が
独
占

し
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
「
だ
い
ぶ
打
っ
た
で

賞
」
「
一
発
で
入
っ
た
で
賞
」
な
ど

ユ
ニ
ー
ク
な
賞
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
懇
親
会
は
肱
流
苑
の
畑

で
採
れ
た
里
い
も
で
い
も
た
き
が
行

わ
れ
、
和
や
か
な
昼
食
会
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
肱
中
生
徒
に
よ
る
焼

き
イ
カ
と
串
焼
き
の
サ
ー
ビ

ス
も
あ

り
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
中
学
生
と
お
年
寄
り
と

の
交
流
も
深
め
ら
れ
、
楽
し
い
秋
の

一

日

で

し

た

。

．

緊 張 の 瞬

高
齢
化
社
会
を
迎
え
た
今
、
家
庭

で
現
に
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
、
い

ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
在
宅
介
護
技

術
を
身
に
つ
け
て
お
き
た
い
方
を
対

象
に
し
た
家
族
介
護
者
教
室
が
十
月

十
九
日
、

二
十
七
日
、
十
一
月

二
日

の
三
日
問
肱
流
苑
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
は
正
山
地
区
を
対
象
に
し
て

行
わ
れ
、
十
八
名
の
方
が
受
講
し
ま

し
た
。
寝
た
き
り
状
態
に

な
ら
な
い
た
め
に
は

日
頃
の
健
康
管
理
が

大
切
で
す
が
、
も
し

も
家
族
の
中
に
寝
た

き
り
者
が
で
ぎ
た
と

き
は
、
介
護
を
受
け

る
側
、
介
護
を
す
る

側
の
負
担
を
少
な
く

す
る
た
め
の
家
庭
介

護
法
の
習
得
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
松

山
赤
十
字
病
院
の
看

護
婦
に
よ
る
介
護
の

基
礎
知
識
や
体
位
を

変
え
る
た
め
の
実
技

と
講
話
、
喜
多
医
師

会
病
院
の
理
学
療
法

士
に
よ
る
家
庭
で
で

ぎ
る
機
能
回
復
訓
練

法
、
神
南
荘
の
栄
養

.-呵•一
真剣なまなざしで足浴のしかたを学ぶ受講者

士
に
よ
る
老
人
食
の
講
話
と
調
理
実

習
を
受
け
ま
し
た
。

介
護
法
で
は
受
講
者
が
寝
た
き
り

者
に
な
っ
た
り
、
介
護
者
に
な
っ
て

の
実
技
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
時
折

大
き
な
笑
い
声
が
上
が
る
和
や
か
な

雰
囲
気
で
の
学
習
で
し
た
が
最
後
に

皆
ん
な
で
「
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
」

こ
と
を
誓
い
合
っ
て
教
室
を
終
了
し

ま
し
た
。

ま
ず
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
こ
と

体
験
し
な
が
ら
介
護
法
を
学
ぶ
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全国自治宝くじの助成で

「肱流苑」の備品購入

財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ソ
タ
ー
は

全
国
自
治
体
を
対

象
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
今

年
度
肱
川
町
は
、

小
型
自
動
車
、
ワ
ー

プ
ロ
、
複
写
機
、

カ
メ
ラ
な
ど
の
備

品
購
入
費
総
額
二

百
三
十
万
円
の
助

成
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。こ
の
事
業
は
、

自
治
総
合
セ
ソ
タ
ー
が

第

一
勧
業
銀
行
よ
り
全

国
自
治
宝
く
じ
の
売
上

金
の
一
部
を
受
け
入
れ

住
民
の
行
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
促
進
と
健

全
な
発
展
を
図
る
た
め

に
行
っ
て
い
る
も
の
で

す。
こ
れ
ら
の
機
材
は
、

肱
川
町
高
齢
者
生
活
福

祉
セ
ソ
タ
ー
「
肱
流
苑
」

で
今
後
社
会
福
祉
活
動

機
材
と
し
て
利
用
さ
れ

ま
す
。

宝くじの助成で購入した小型自動車

ぽ
っ
ぽ
園
・
肱
流
苑
の
合
同
運
動

会
が
十
月
十
八
日
十
時
三
十
分
か
ら

十
一
時
三
十
分
ま
で
の
一
時
間

の
間
ぽ
っ
ぽ
園
で
行
わ
れ
ま
し

こ。t
 当
日
は
、
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

に
来
て
い
た
小
藪
・
大
和
の
お

年
寄
り
と
一
緒
に
九
種
目
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
．

中
で
も
網
引
き
は
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
三
人
に
対
し
て
園
児
全

員
の
挑
戦
で
す
。
そ
の
結
果
見

事
園
児
達
が
圧
勝
し
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
演
技
を
す
る
中
、

お
母
さ
ん
達
は
何
を
す
る
に
も

初
め
て
の
わ
が
子
を
カ
メ
ラ
や

ビ
デ
オ
に
お
さ
め
な
が
ら
心
配

オーエス・オーエス 園児とお年寄りのつなひき

園児たちの演技を心配そ
うに見つめるお年寄り

顔
で
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
、

顔
を
見
て
、
泣
き
出
す
子
、
甘
え
る

◎
R
◎
R
⑮
菌
⑥
＠
＠
①
子
と
い
ろ
い
ろ
大
変
で
し
た
が
、
最

後
に
園
児
全
員
に
メ
ダ
ル
が
渡
さ
れ

園
児
達
は
満
足
そ
う
で
し
た
。

全
種
目
が
無
事
終
わ
り
、
保
母
さ

ん
も
職
員
も
ほ
っ
と
ひ
と
安
心
で
し

こ。f
 当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
に
な
り

室
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
ケ
ガ
も

な
く
園
児
も
お
年
寄
り
も
わ
き
あ
い

あ
い
と
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
よ
い

思
い
出
の
一
ペ
ー
ジ
が
出
き
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

最
近
の
犯
罪
は
、
時
代
の
亦
冬
化
に

伴
い
、
年
々
凶
悪
化
、
広
域
化
、
ス

ピ
ー
ド
化
、
巧
妙
化
し
、
都
道
府
県

の
県
境
を
越
え
て
敢
行
さ
れ
る
重
要

凶
悪
犯
罪
や
窃
盗
犯
罪
の
発
生
が
多

く
な
っ
て
ぎ
て
い
ま
す
。

一

警

察

で

は

、

こ

う

し

-U
た
犯
罪
を
素
早
く
確
実

＿――
 

に
検
挙
す
る
た
め
、
広

域
捜
査
力
の
充
実
・
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、

科
学
捜
査
の
推
進
等
に

努
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
犯
人
を
検
挙
し
、
事
件

を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
警

察
活
動
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
町

民
の
皆
様
の
犯
罪
捜
査
に
対
す
る
理

解
と
協
力
が
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
民
の
皆
様
に
、
特
に

次
の
点
を
中
心
に
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

①
犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る

こ
と
は
積
極
的
に
通
報
を
！

②
聞
き
込
み
捜
査
に
ご
協
力
を
'
・

③
被
害
に
遭
っ
た
と
き
は
必
ず

届
出
を
'
・

④
「
事
件
か
な
？
」
と
思
っ
た
ら

迷
わ
ず
―

-
0番
を
！

⑤
指
名
手
配
犯
人
検
挙
に
ご
協

力
を
'
・

ま
た
、
警
察
で
は
十

一
月
十
日

か
ら
十
二
月
九
日
ま
で
の
一
カ
月
間

を
「
重
要
窃
盗
犯
捜
査
強
化
月
間
」

と
し
、
強
力
な
捜
査
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

警
察
と
町
民
の
皆
さ
ま
が
一
体
と

な
っ
て
、
肱
川
町
を
犯
罪
の
な
い
住

み
よ
い
町
に
す
る
よ
う
努
力
し
て
い

ぎ
ま
し
ょ
う
。

=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝＝＝-＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＿-＝＝＝＝＝＝＝-=＝＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝＝＝＿-=＝＝=＝＝=＝＝＝＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝＝=＝―-＝=＝＝＝＿-=＝-＝＝＿ 

狩
猟
シ
ー
ズ
ン
到
来

常

に

矢

先

の

確

認

を

十
一
月
十
五
日
か
ら
、
ハ
ソ
タ
ー

の
皆
さ
ま
が
待
ち
に
待
っ
た
狩
猟
が

解
禁
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
毎
年
こ
の
時
期
に
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ
る
み
や
不
注

意
か
ら
猟
銃
に
よ
る
重
大
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

幸
い
肱
川
町
を
含
め
、
大
洲
警
察

署
管
内
で
は
、
猟
銃
に
よ
る
事
故
の

発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
愛

媛
県
下
で
は
、

0

脱
包
中
の
暴
発

（
一
名
死
亡
）

0

矢
先
の
安
全
不
確
認

（
一
名
重
傷
）

の
二
件
の
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

安
全
へ
の
注
意
は
、
や
り
す
ぎ
る

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎

心
に
ゆ
と
り
を
持

つ

◎
先
入
観
を
持
た
な
い

◎
危
険
を
自
覚
す
る

◎
基
本
を
守
る

等
に
努
め
て
、
狩
猟
、
ソ
ー
ズ
ソ
を
無

事
故
で
安
全
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
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私
は
七
月

二
十
一
日
か
ら
八
月
十

”
六
日
ま
で
の

二
十
七
日
間
を
、
ア
メ

リ
カ

・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
サ
ソ

・

ル
イ
ス

・
オ
ビ
ス
ボ
を
中
心
と
し
た

E
D
I
主
催
国
際
生
活
セ
ミ
ナ
ー
農

業
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。
サ
ソ
フ

ラ
ソ
シ
ス
コ
ツ
ア
ー
が
二
日
間
と
ニ

週
間
に
わ
た
る
十

二
の
研
修
、
そ
し

て
二
泊
三
日
の
グ
ラ
ソ
ド
キ
ャ
ニ
オ

ソ
ツ
ア
ー
・
卒
業
式
・
一
週
間
の
フ
ァ
ー

ム
ス
テ
イ
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ソ
ド
な

ど
た
く
さ
ん
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

十

二
の
研
修
で
は
、
デ
ジ
ャ
ル
ダ

ソ
稲
作
農
場
見
学
・
ハ

リ
ス
牧
場
見

学
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
農
業
州
立

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
総
合
技
術
大
学
見

学
・
動
物
科
学
・
装
飾
用
園
芸
・
ピ

ズ
モ
地
区
野
菜
流
通
見
学
サ
ソ

・
ル

アメリカ農業研修報告
県立大洲濃業高等学校三年

山内由貴（大和）

イ
ス

・
オ
ビ
ス
ポ
の
農
業
・
か
ん
が

い
•
あ
わ
び
養
殖
場
見
学
・
カ
ー
デ
ィ

フ
ス
タ
ッ
ド
競
争
馬
牧
場

・
ア
ル
シ

ェ
ロ
ワ
イ
ソ
工
場
見
学
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

ま
ず
私
が
骸
い
た
こ
と
は
、
日
本

と
は
規
模
が
全
く
違
う
と
い
う
こ
と

で
す
。
ハ
リ
ス
牧
場
見
学
で
は
十
万

頭
も
の
牛
を
飼
育
し
て
い
て
、
見
渡

ず
か
ぎ
り
の
牛
に
と
て
も
驚
き
ま
し

た
。
動
物
科
学
で
は
、
ね
ず
み
の
解

剖
を
し
た
り
、
装
飾
用
園
芸
で
は
自

分
た
ち
で
小
さ
な
庭
を
つ
く
っ
た
り

し
ま
し
た
。
自
分
の
目
で
見
て
、
自

分
の
手
で
何
か
を
つ
く
り
学
ぶ
と
い

う
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
り
ま
し

こ。
↑
 研
修
の
間
宿
泊
し
て
い
た
ス
テ
ナ
・

カリフォルニア州のハリス牧場をバックにハイポーズ
（中央が山内さん）

グ
レ
ソ
で
は
毎
日
が
と
て
も
楽
し
い

日
々
で
し
た
。
研
修
が
終
わ
っ
た
あ

と
の
午
後
か
ら
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

で
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ド
や
ロ
ー

ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
・
シ
ョ
ッ
ピ
ソ
グ
な

ど
時
が
た
つ
の
も
忘
れ
る
く
ら
い
楽

し
い
時
間
を
す
ご
せ
ま
し
た
。

卒
業
式
が
終
わ
る
と
い
よ
い
よ
フ
ァ

ー
ム
ス
テ
イ
が
始
ま
り
、

二
人
一

組

に
な
り
農
業
を
し
て
い
る
家
庭
に
一

週
間
お
せ
わ
に
な
り
ま
し
た
。
私
の

フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
先
は
十
七
歳
の
娘

さ
ん
の
い
る
三
人
家
族
の
家
に
行
き

ま
し
た
。
家
で
は
豚
一
頭
・
馬
二
頭
・

牛
一
頭
を
飼
育
し
て
い
た
他
、
犬
を

五
匹
と
猫
を
六
匹
く
ら
い
飼
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
家
か
ら
車
で
一
分

の
と
こ
ろ
に
大
ぎ
な
牛
舎
が
あ
り
、

牛
が
た
く
さ
ん
飼
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
毎
日
の
仕
事
は
毎
朝
八
時

に
牛
舎
へ
行
ぎ
牛
舎
の
そ
う
じ
を
す

る
事
で
し
た
。
最
初
は
と
て
も
嫌
な

作
業
だ
っ
た
け
ど
子
牛
に
ミ
ル
ク
を

与
え
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
と
て
も

楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
私
は
こ
の
フ
ァ

ー

ム
ス
テ
イ
を
し
て
た
く
さ
ん
の
思
い

出
が
で
ぎ
た
し
、
ア
メ
リ
カ
の
人
と

ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
ぎ
て
本
当
に
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
言
葉
が
つ
う

じ
な
く
て
一
週
間
大
変
な
毎
日
だ
っ

た
け
れ
ど
、
別
れ
の
時
に
は
涙
が
と

ま
ら
な
く
て
、
ず
っ
と
ホ
ス

ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
い
っ
し
ょ
に
い
た
い
気
持

ち
で
し
た
。
い
つ
か
、
か
な
ら
ず
何

年
後
か
に
会
い
に
行
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
研
修
に
参
加
を
し
て
、
私
は

ごぞんじですか！

検察審査会

交通事故、詐欺、おどしなどの

犯罪の被害にあい、警察や検察庁

に訴えたが、検察官がその事件を

起訴してくれない。このような不

満をお持ちの方のために検察審査

会があります。お気軽にご相談く

ださい。費用は無料で、秘密は固

く守られます。

お問い合わせは、

大洲市大｝州845

松山地方裁判所大｝州支部内

大沙I¥！検察審査会事務局

公24-2038へ

た
く
さ
ん
の
友
達
と
出
会
う
こ
と
が

で
ぎ
ま
し
た
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の

人
た
ち
の
や
さ
し
い
心
に
ふ
れ
る
こ

と
が
で
き
て
感
動
し
ま
し
た
。
二
十

七
日
間
の
体
験
は
一
生
忘
れ
る
こ
と

N
T
T
八
幡
浜
支
店
で
は
、
大
洲

市

・
喜
多
郡
内
の
通
信
設
備
を
、
全

面
的
に
最
新
設
備
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
通

信
設
備
に
更
新
す
る
た
め
、
各
地
で

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
、
大

洲
市
・
喜
多
郡
内
の
電
話
利
用
者
は

次
の
よ
う
に
大
都
市
と
、
同
様
な
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す。①
高
度
電
話
サ
ー
ビ
ス
・
携
帯
電

話
・

ト
リ
オ
ホ

ソ
等

②
料
金
明
細
サ
ー
ビ
ス

が
で
き
な
い
思
い
出
で
す
。
こ
の
研

修
に
参
加
さ
せ
て
く
れ
た
両
親
そ
の

他
の
人
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

9
玉
必
禰
嬬
厚
こ
ゞ
口

大
洲
市
・
喜
多
郡
全
域
を

デ
イ
ジ
タ
ル
化
に

|

N
T
T
八
幡
浜

ー

③
電
話
料
金
割
引
サ
ー
ビ
ス
（
テ

レ
ジ
ョ
ー
ズ
）

が
可
能
に
な
る
と
と
も
に
、
遠
隔
制

御
に
よ
る
故
障
修
理
・
工
事
時
間
の

短
縮
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
の

導
入
に
よ
る
伝
送
品
質
の
改
善

以
上
の
よ
う
な
新
サ
ー
ビ
ス
の
導

入
の
た
め
、
八
月
中
旬
か
ら
光
フ
ァ

イ
バ
ー
敷
設
等
の
本
格
的
な
工
事
開

始
に
よ
り
、
各
地
域
で
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
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更生会の皆さん

中•四国大会に参加

社
協
だ
よ
り

愛
媛
県
社
協
会
長
表
彰

”
第
四
十
一
回
愛
媛
県
社
会
福
祉
大

会
が
、
九
月
二
十
八
日
県
民
文
化
会

館
に

二
八
0
0名
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
お
い
て

福
田
保
氏
が
愛
媛
県
社
会
福
祉
協
議

会
長
表
彰
（
社
会
福
祉
協
議
会
団
体

第
二

0
回
身
体
障
害

者
中
・
四
国
福
祉
大
会

が
、
十
月
二
十
九
日
鳥

取
市
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
肱
川
町
身

体
障
害
者
更
生
会
か
ら

十
一
名
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
本
大
会
は

ア
ジ
ア
太
平
洋
・
障
害

者
の
十
年
を
推
進
し
、

完
全
参
加
と
平
等
に
ふ

さ
わ
し
い
社
会
環
境
づ

関
係
功
労
者
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
に
貢
献
さ

れ
て
き
た
功
労
に
対
す
る
も
の
で
す
。

本
大
会
は
、
二
十
一
世
紀
の
豊
か
な

福
祉
社
会
実
現
に
む
け
て
、
地
域
に

応
じ
た
福
祉
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め
、

住
民
の
理
解
と
参
加
に
よ
り
福
祉
活

動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
式
典
に

お
い
て
、
各
部
門
の
功
労
者
の
表
彰

が
あ
り
、
愛
媛
県
知
事
の
祝
辞
の
あ

と
、
記
念
講
演
が
あ
り
閉
会
し
ま
し

こ。
キーく

り
を
め
ざ
す
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
頃
、
県
外
へ
出
る
機
会
の
少
な

い
会
員
の
皆
さ
ん
、
大
会
に
併
せ
て

鳥
取
砂
丘
を
見
学
し
一
泊
二
日
の
楽

し
い
有
意
義
な
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

――一全

福

川

保
氏
受
賞

゜

肱川町保健セソター
B (0894) 34-2340 

京

造

冨
永

勲
さ
ん

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

賛
璧

九
月
二
十
日
午
前
九

時
か
ら
、
ト
レ
ー
ニ
ソ

グ
セ
ソ
タ
ー
に
お
い
て
、

約
二
八

0
人
の
会
員
が

参
加
し
て
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
開
会
式
に

お
い
て
、
健
康
優
良
老

人
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

正
山
老
人
ク
ラ
ブ
の
蔵

田
重
信
さ
ん
外
十
一
名

の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し

こ。t
 続い
て
、
ご
来
賓
の

方
々
よ
り
今
日
ま
で
の

ご
苦
労
に
対
し
敬
意
を
述
べ
ら
れ
、

今
後
、
健
康
に
留
意
さ
れ
る
よ
う
祝

辞
が
あ
り
ま
し
た
。

予
子
林
老
人
ク
ラ
ブ
の
東
道
雄
さ

ん
の
元
気
な
選
手
宣
誓
が
あ
り
、
競

技
に
入
り
ま
し
た
。
昨
年
と
同
様
優

勝
は
な
し
で
、
各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

対
抗
で
勝
負
を
楽
し
み
ま
し
た
。

頑張りました
第17回老人運動会

午
後
か
ら
は
、
踊
り
、
唄
な
ど
各

ク
ラ
ブ
趣
向
を
こ
ら
し
た
出
し
物
で
、
．

上
手
に
演
じ
ら
れ
楽
し
い
演
芸
会
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
運
動
会
は
、
高
齢
者
自
ら
が

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
と
共
に
、
自
己

の
健
康
づ
く
り
と
、
会
員
相
互
の
親

睦
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。当

協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら
ご
寄

付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ
て
戴

き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

-＝『
,--

--・-=•~— -- - - . 

〔
心
の
コ
ン
バ
ス
〗

日
本
は
今
、
毎
日
の
よ
う
に
大
量

の
ゴ
ミ
が
排
出
さ
れ
て
い
る
。
都
会

で
料
理
屋
さ
ん
が
捨
て
た
「
生
ゴ
ミ
」

の
山
を
黙
々
と
整
理
し
て
い
た
老
人

が
、
「
も
っ
た
い
な
い
こ
と
だ
。
今

に
バ
チ
が
あ
た
る
。
も
う
一
度
、
戦

争
中
み
た
い
に
な
れ
ば
よ
い
の
で
す

よ
。
そ
う
す
れ
ば
、
物
の
あ
り
が
た

さ
が
分
か
る
の
だ
が
：
・
・
:
」
と
つ
ぶ

や
い
た
の
を
テ
レ
ビ
で
見
た
。
昔
か

た
ぎ
の
人
は
、
「
も
っ
た
い
な
い
」

が
口
ぐ
せ
で
あ
る
。
包
装
紙
で
も
、

て
い
ね
い
に
折
り
畳
ん
で
何
か
に
用

立
て
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
だ
が
、

今
や
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
な
け
れ
ば
自

分
の
座
る
場
所
も
な
く
な
り
、
使
い

捨
て
の
心
は
成
績
の
悪
い
子
を
ダ
メ

な
子
と
み
な
し
、
年
老
い
た
人
を
粗

大
ゴ
ミ
と
し
て
厄
介
も
の
に
扱
う
心

に
ま
で
な
っ
た
。
戦
後
、
焼
け
野
原

か
ら
起
き
上
が
っ
た
日
本
人
が
世
界

で
も
群
を
抜
く
経
済
大
国
に
な
っ
た
。

こ
の
成
長
し
た
理
由
は
、
数
々
あ
る

が
、
「
も
っ
た
い
な
い
」
、
「
バ
チ
が

あ
た
る
」
と
い
う
日
本
人
の
奥
ゆ
か

し
い
心
情
が
根
底
に
あ
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
大
国
に
な
っ
た
日

本
の
「
豊
か
さ
」
が
、
日
本
人
か
ら

「
も
っ
た
い
な
い
」
の
心
を
消
そ
う

と
し
て
い
る
。

「
囚
果
は
車
の
如
し
」
と
言
わ
れ

る
。
い
つ
か
、
必
ず
我
が
身
に
降
り

か
か
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
る
か
も
：
．o

(
C
M
)
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十

一
月
一
日
よ
り
十

二
月
三
十
日
ま
で
県
下

一
斉
に
年
末
特
別
金
融

推
進
運
動
を
実
施
し
て

居
り
ま
す
。

今
年
の
農
産
物
は
、

冷
夏
、
長
雨
と
台
風
の

被
害
に
よ
り
減
収
の
上
、

品
質
悪
化
と
相
ま
っ
て

価
格
の
方
も
今

一
と
言

う
処
で
農
家
に
取
っ
て

は
厳
し
い
状
況
に
有
り

ま
す
。こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、

サ
イ
フ
の
紐
を
引
ぎ
し

め
て
少
し
で
も
預
貯
金

の
方
へ
振
り
向
け
ら
れ

る
よ
う
宜
敷
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

農
産
物
代
金
や
、
ボ
ー

ナ
ス
等
の
定
期
化
、
定

期
積
金
の
増
口
、
増
額

契
約
、
他
銀
行
預
貯
金

か
ら
の
呼
び
戻
し
等
、

ど
う
か
皆
様
の
ご
理
解

を
頂
き

J
A
肱
川
の

目

標
が
早
期
に
達
成
致
し

ま
す
よ
う
格
段
の
ご
協

力
を
宜
敷
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

◎目標 県下JA貯金

J A肱川貯金

1兆4,029億8,800万円

53億1,777万円

（年末貯金各支所目標）
支 所 名 目 標 備 考

本 所 322,380万円
r子4→ 和 J 11 88,892 

大 谷 79,512 

予 子 林 40,993 

計 531,777 

農
林
だ
よ
り

尚
、
今
年
は
十

二
月
三
十
一
日
が

全
金
融
機
関
休
業
と
言
う
事
で
十
二

月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
に
か
け
て

担
当
者
が
各
家
庭
へ
訪
問
致
し
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す。

編集•発行
J A 肱川
肱川町森林組合

貯 金のこ‘‘案内
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突
破
口
と
な
る
か

閣
僚
会
議

ウ
ル
グ
ア
イ
・

ラ
ウ
ソ
ド
の
最

終
合
意
期
限
と

さ
れ
て
い
る
本

年
十
二
月
十
五

日
ま
で
、
六
十

四
日
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
十
月
十

四
日
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
ソ
タ
ー
通
商

代
表
と
E
C
の
ブ
リ
タ
ソ
通
商
担
当

委
員
は
、
農
業
や
繊
維
の
関
税
引
き

下
げ
、
映
画
・
ビ
デ
オ
等
の
輸
入
規

制
問
題
な
ど
、
双
方
が
対
立
す
る
課

題
に
つ
い
て
広
範
囲
に
協
議
し
ま
し

た
が
、
溝
は
ほ
と
ん
ど
埋
ま
ら
ず
、

さ
ら
に
協
議
を
継
続
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

主
要
国
間
の
争
点
は
、
農
業
を
ふ

く
め
、
相
当
絞
り
込
ま
れ
て
き
た
と

み
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
最
終
合
意
ま

で
の
期
限
が
せ
ま
る
な
か
で
、
各
国

間
の
対
立
は
い
っ
そ
う
厳
し
く
な
り
、

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
交
渉
担
当
者
レ
ベ
ル

で
は
前
進
で
き
な
い
状
況
に
お
ち
い
っ

て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
態
を
打
開
し
て
い
く

た
め
、
ア
メ
リ
カ

•
E
C

・
日
本
・

カ
ナ
ダ
の
四
極
通
商
会
議
な
ど
、
閣

‘; 平成5年10月

求
め
ら
れ
る
細
川

政
権
の
言
行

一
致

「
最
終
期
限
が
せ
ま
る
な
か
で

続
け
ら
れ
る
せ
め
ぎ
合
い
の
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
」

僚
レ
ベ
ル
の
会
合
を
早
急
に
開
催
し
、

妥
協
を
図
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う

考
え
が

E
C
側
を
中
心
に
出
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
時
点
で
は
、

こ
の
会
合
で
全
て
の
問
題
が
解
決
す

る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
今
後
こ
う
し

た
閣
僚
レ
ベ
ル
の
交
渉
が
断
続
的
に

行
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

主
要
国
間
の
交
渉
が
今
後
ひ
ん
ば

ん
に
行
わ
れ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る

の
は
、
十
二
月
十
五
日
ま
で
に
、
一

つ
の
重
要
な
山
場
が
あ
る
た
め
な
の

で
す
。
そ
れ
は
十
一
月
十
五
日
で
す
。

つ
ま
り
、
農
業
を
ふ
く
め
、
今
後
の

関
税
引
き
下
げ
計
画
や
外
国
企
業
に

対
す
る
規
制
緩
和
な
ど
を
具
体
的
に

記
入
し
た
保
護
削
減
の
最
終
的
な
国

別
約
束
表
を
、
こ
の
日
ま
で
に
提
出

す
る
よ
う
各
国
政
府
は
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。

日
本
政
府
は
、
例
外
な
ぎ
関
税
化

を
認
め
ら
れ
な
い
と
の
立
場
か
ら
、

昨
年
一
＿
＿
月
に
米
な
ど
重
要
な
問
題
に

関
わ
る
部
分
を
空
欄
の
ま
ま
国
別
約

束
表
を
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
主

要
国
が
提
出
し
た
約
束
表
も
バ
ラ
バ

ラ
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
で

は
、
最
終
合
意
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
わ
け
で
す
。

今
後
、
こ
の
国
別
約
束
表
の
出
し

直
し
を
め
ぐ
っ
て
、
主
要
国
は
相
当

き
び
し
い
交
渉
を
展
開
し
て
い
く
と

予
想
さ
れ
て
お
り
、
七
年
以
上
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
ウ
ル
グ
ア
イ
・

ラ
ウ
ソ
ド
の
貿
易
交
渉
は
、
十
一
月

中
旬
か
ら
十
二
月
中
旬
に
か
け
、
重

大
な
山
場
を
む
か
え
る
こ
と
に
な
る

と
み
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
フ
ラ
ソ
ス
政

府
は
合
意
で
き
な
い
分
野
を
除
い
た

部
分
的
な
暫
定
合
意
を
求
め
て
い
る

と
か
、
ア
メ
リ
カ
と

E
C
は
突
如
歩

み
寄
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
憶

測
が
流
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
主
要

国
間
で
展
開
さ
れ
る
「
情
報
合
戦
」
に

も
注
意
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
細
川
総
理
は
国
会
で
の
施

政
方
針
浪
説
や

J

A
グ
ル
ー
プ
の
要

請
団
と
の
会
見
で
も
米
な
ど
の
農
業

問
題
で
は
「
従
来
方
針
を
堅
持
し
て

交
渉
に
あ
た
る
」
と
、
繰
り
返
し
明

言
し
て
ぎ
ま
し
た
。
戦
後
最
悪
の
米

凶
作
の
な
か
で
、
懸
命
に
収
穫
・
集

荷
に
取
り
組
む
全
国
の
農
業
社
と
、

食
料
問
題
に
関
心
を
高
め
る
多
く
の

消
費
者
は
、
細
川
政
権
の
「
言
行
一

致
」
に
重
大
な
関
心
を
強
め
て
い
ま

す。

0

文
字
は
、
黒
か
青
の
マ

ジ
ッ
ク
ま
た
は
墨
で
正

し
く
記
入
し
て
く
だ
さ

、0し
0

品
種
名
は
一
覧
表
の
と

お
り
正
し
く
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

0

銘
柄
は
、
日
本
晴
、
松
山

三
井
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
の

三
品
種
を
記
入
し
．
て
く

だ
さ
い
。

0

コ
ガ
ネ
マ
サ
リ
、
あ
き

た
こ
ま
ち
、
ひ
め
の
ま

い
に
つ
い
て
は
（
）
書

で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

0

山
田
錦
に
つ
い
て
は
、

種
類
を
醜
造
用
玄
米
と

し
、
銘
柄
に
つ
い
て
も

（
）
書
で
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

袋
の
記
入
に
つ
い
て

水稲品種名

う る ち 玄 米 もち玄米 醗造用玄米

◎〇松山三井 キヌヒカリ 〇クレナイモチ 山田錦

◎〇日本晴 フクヒカリ 〇タカサゴモチ

◎〇コシヒカリ 黄金錦 コトブキモチ

〇コガネマサリ 黄金晴 ナソゴクモチ

〇農林22号 秋睛 ヒメノ モチ

〇あきたこまち 峰光 マソゲツモチ

〇ひめのまい 睛 々 赤襦

ミネニシキ チョ ニシキ 虹襦

ヤマビコ ニホソマサリ 旭襦

ひめみのり アキッホ 紅襦

◎は産地品種銘柄 〇は奨励品種

去
る
十
月
二
十
五
日
午
後
一
時
三

0
分
よ
り
農
林
会
館
に
於
て
農
産
部

委
員
会
を
開
催
し
た
。
今
年
は
冷
夏

長
雨
に
よ
る
品
質
、
収
量
共
に
悪
く
、

全
国
平
均
作
況
指
数
七
五
と
最
悪
の

年
に
な
っ
た
。
そ
の
為
米
不
足
と
な

り
、
今
年
は
農
家
に
米
を
置
か
ず
全

量
出
荷
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
て
い
る
。

出
荷
日
程
等
も
決
ま
り
、
特
に
紙
袋

の
記
入
に
つ
い
て
正
し
く
記
入
す
る

よ
う
説
明
が
な
さ
れ
た
。

0

記
載
事
項
の
訂
正
で
年
産
、
種
類
、

銘
柄
欄
は
二
本
線
で
訂
正
の
う
え

日
付
印
を
押
印
す
る
。

0

そ
の
他
の
欄
は
二
本
線
で
訂
正
す

る。

〇
昨
年
度
か
ら
繰
越
又
は
誤
記
等
の

理
由
に
よ
り
、
年
産
又
は
種
類
の

訂
正
が
必
要
な
紙
袋
に
あ
っ
て
は
、

訂
正
に
つ
い
て
食
料
事
務
所
支
所

長
の
承
認
が
必
要
で
す
。

0

な
お
、
今
年
よ
り
表
面
表
示
の
旧

紙
袋
の
使
用
は
で
ぎ
ま
せ
ん
。

盆
閉
冒
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長さ 末口径
ス ギ ヒノキ マッ

その他
直 曲がり 直 曲がり 直

7 CJD下本 410本 231本 769本 566 嚢松パルプ
8 cm上本 718本 612

本］0，00000 本 868
ロ 7cm 

4m 13 cm上26,800 52, !8C1DJ: 38,000 さ 1.8mm ． 
18 cm上25,000 52,600 似cm上24,700

9,500円／

2 4 cm上26 200 -60 000 一切cm上2ll000 
7 ⑩下本 246本 161本 328本 250 哀雑パルプ
8 cm上本 538本 532本 550本 550 口 7cm 

11 CTD上20,000 31,000 さ 1.8m
3m 13 cm上31,000 -48,000 -18cm上30,000

12,600円/m'

18 cm上26,600 -45,500 -~4cmJ: 21,000 
24⑩上21 500 tlocmJ:23扮0
7 cm下本 80本 一本 80本 パリ杉材

2m 8 cm上本 120本 一本 120本 羹（松尽・ ・桧
16 cm 上卜12,000 -22,000 -13cm上 3-7 cm) 

30 cm 30cm上
2 Om 

6m 13 CID上
34,000 83,000 

18 cm ト29 100 72 500 

特選 420,000 

足 場 1 rn当たり 70円～160円 本 180円

9月以降、原木不足でジリ高推移の桧材もここにきて一服惑あり、し
備考 かし、桧土台及び杉4M中目材は、高値で取引される。又、良材は、依
然嵩値。 11月27日は特別市を予定しておりますので、お願いします。

r ----ふ-------------------一------------------------------------------l :--9  
i―--ー一疇囀 ＿＿々匹

！ 
• I ! 

I~ ..:・エ巴旦芭・ l 
！ 優良材生産は直材づくりから．I 椎茸生産はクヌギ林造成から．/ i 

！ 

！ 

i I 県森連市凡 平成5年10月27日 I I肱川町森林組合乾椎茸相場表i i 
大洲木市より （単位吋当り：円） l. 市売日・・平成 5年10月26日 ！ 

l. 販売数呈・ー •161 ケ ー ス 3,300.5ぼ ！ 
l. 平均単価 3,200円 ！ 
l. 銘柄別単価

-｝ご口：：ロニ:-ま□□[

銘 柄 単 価 比率％ 銘 柄 埠 価 比率％

大 厚 6,090 3 特用大葉 6,390 1 

中 厚 4,710 6 特用中葉 6,550 1 

4ヽ 厚 3,400 8 特用小葉 5,410 3 

大ウス 6,420 2 大パレ 4,510 5 

中ウス 5,940 2 中バレ 4,850 5 

中小ウス 4,480 5 1Jヽ パレ 2,610 7 

,Jヽ ウス 2,190 14 変 形 2,190 13 

ジャミウス 1. 140 10 色落ウス 1,810 2 

冬 大 5,070 1 色 悪 2,010 6 

冬 中 4,290 1 里‘‘‘‘ 子 200 1 

冬 小 2,260 4 その他

朝
夕
め
っ
き
り
冷
え

て
、
夕
日
が
沈
む
時
間

も
早
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
時
期

は
、
樹
木
は
生
長
休
止

期
に
入
り
、
樹
液
の
流

動
も
休
止
す
る
た
め
、

枝
打
ち
を
行
う
に
は
最

適
の
時
期
で
す
。
年
末

か
ら
新
年
に
か
け
て
い

ろ
い
ろ
と
お
忙
し
い
と

は
思
い
ま
す
が
、
山
の

方
に
も
足
を
運
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
枝
打
ち
、
間

伐
の
効
果
に
つ
い
て
述

べ
ま
す
。
ま
ず
写
真
1

を
御
覧
下
さ
い
。
枝
打

ち
・
間
伐
を
し
て
い
な

い
山
で
す
。
こ
う
い
う

山
は
、
次
の
よ
う
な
事

が
起
き
て
き
ま
す
。

（
間
伐
を
し
な
い
と
）

•
林
内
が
賠
く
な
り
、

地
表
に
植
生
が
育
た
な

い
た
め
、
表
土
が
流
亡

し
や
す
く
、
土
地
が
痩

せ
る
。
・
根
が
十
分
に
張
れ
な

い
た
め
、
風
害
、
雪
害

に
遭
い
や
す
い
。

・
幹
の
太
り
が
悪
く
、

貧
弱
な
木
に
な
る
。

（
枝
打
ち
を
し
な
い
と
）

・
枝
葉
に
蓑
分
を
取
ら

れ
る
た
め
、
う
ら
ご
け

の
材
に
な
り
や
す
い
。

•
林
内
が
暗
く
な
る
た

め
、
枯
れ
枝
が
多
く
な

り
、
死
節
が
で
き
や
す

く
、
材
の
価
値
が
下
が

る
。
ま
た
、
下
層
植
生
が
生
育
せ
ず
、

表
土
が
流
亡
し
や
す
い
。

•
林
内
の
通
風
が
悪
く
な
り
、
病
虫

害
が
発
生
し
や
す
い
。

次
に
写
真
2
を
御
覧
下
さ
い
。
正

し
い
枝
打
ち
、
間
伐
を
行
っ
た
山
で

す
。
こ
う
い
う
山
の
材
は
、
一
般
材

と
比
べ
、
何
倍
も
の
値
で
取
引
さ
れ

ま
す
。
枝
打
ち
、
間
伐
に
は
次
の
よ

う
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

（
間
伐
の
効
果
）

・
林
内
が
明
る
く
な
り
、

下
層
植
生

の
侵
入
に
よ
り
表
土
の
流
亡
を
防
ぐ
。

•
生
産
さ
れ
る
材
の
形
質
の
向
上
や

径
級
の
増
大
、
均
一
化
が
図
ら
れ
、

材
価
が
高
ま
る
。

・
根
が
十
分
に
張
れ
る
た
め
、
地
盤

支
持
力
が
高
ま
る
。

•
林
分
の
健
全
な
生
長
を
促
進
し
、

病
虫
害
の
防
止
に
役
立
つ
。

（
枝
打
ち
の
効
果
）

・
節
の
分
布
を
中
心
部
分
に
ま
と
め

て
無
節
の
材
を
つ
く
り
、
材
価
が
高

め
ら
れ
る
。

・
枝
打
ち
の
強
度
を
調
整
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
大
き
さ
の
揃
っ
た
林
分

が
で
き
る
。

・
枝
付
ぎ
の
バ
ラ
ソ
ス
を
と
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
偏
心
を
防
ぐ
。

・
枝
打
ち
の
強
度
、
回
数
を
調
整
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
年
輪
幅
を
一
定

に
す
る
。

し
か
し
、
適
当
に
枝
打
ち
、
間
伐

を
し
て
も
い
け
ま
せ
ん
。
枝
打
ち
、

間
伐
を
す
る
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

以
下
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
て

施
業
し
て
下
さ
い
。

（
間
伐
時
の
注
意
）

・
一
度
に
強
度
の
間
伐
を
し
な

い
こ

と。
急
に
風
が
通
る
よ
う
に
な
り
、
ま

こ
れ
か
ら
の
育
林
施
業
に
つ
い
て

写真 2
 

写真

た
、
林
木
の
土
壌
支
持
力
も
弱
い
状

態
で
あ
る
た
め
、
風
害
、
雪
害
に
遭

い
や
す
い
。

・
全
体
が
ほ
ぽ
均
等
に
な
る
よ
う
問

伐
を
す
る
こ
と
。

（
枝
打
ち
時
の
注
意
）

•
一
度
に
強
度
の
枝
打
ち
を
し
な
い

こ
と
。

枝
打
ち
に
よ
っ
て
樹
勢
が
落
ち
る
た

め
、
あ
ま
り
強
度
に
や
る
と
そ
の
後

の
生
育
が
悪
く
な
る
。

（
一
度
の
枝
打
ち
高
は
一
―
メ

ー
ト

ル

位
ま
て
）

．
枯
れ
枝
を
残
さ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
。
・
無
節
材
生
産
を
考
え
る
場
合
に
は
、

植
栽
時
か
ら
計
画
性
を
持
っ
て
育
林

す
る
こ
と
。
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ハ
ウ
ス
き
ゅ
う
り
の
病
害
虫
防
除

抑
制
型
の
生
育
後
半
で
特
に
注
意
が
必
要

な
の
は
オ
ン
シ
ッ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
、
灰
色
カ
ビ

病
、
ベ

ト
病
な
ど
で
す
。
通
路
に
も
み
が
ら

又
は
稲
わ
ら
を
敷
き
、
古
ビ
ニ
ー
ル
を

マ
ル

チ
し
て
地
温
確
保
と
換
気
に
努
め
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

〇
褐
斑
病

：
作
付
後
半
の
成
り
疲
れ
等
に
よ

る
樹
勢
の
低
下
は
発
生
を
助
長
す
る
の
で
、

適
切
な
肥
培
管
理
を
行
う
よ
う
に
し
ま
す
。

ジ

マ

ン

ダ

イ

セ

ソ

水

和

剤

六

0
0倍

ス
ミ
プ
レ
ソ
ド
水
和
剤
一
、
五

0
0倍

ジ

マ

ソ

レ

ッ

ク

ス

水

和

剤

六

0
0倍

0
べ
と
病
：

•
こ
れか
ら
の
時
期
が
発
病
に
適

し
た
気
象
条
件
に
な
る
の

で
、
発
生
状
況
に

応
じ
て
適
宜
薬
剤
防
除
を
実
施
し
ま
す
。

カ
ス
ミ
ン
ボ
ル
ド
ー
水
和
剤
一
、

0
0
0倍

ア

リ

エ

ッ

テ

ィ

水

和

剤

六

0
0倍

ダ
コ
ニ
ー
ル
一

0
0
0

I

、

0
0
0倍

〇
灰
色
カ
ビ
病
：
・
ハ
ウ
ス
内
の
過
湿
を
防
ぎ

ま
す
。
ロ
ブ
ラ
ー

ル

水

和

剤

一

、

0
0
0倍

ス
ミ
レ
ッ
ク
ス
水
和
剤
一
、

0
0
0倍

ス
ミ
プ
レ
ン
ド
水
和
剤
一
、
五

0
0倍

〇
オ
ン
シ
ッ

コ
ナ
ジ
ラ
ミ

ア

グ

ロ

ス

リ

ソ

乳

剤

一

、

0
0
0倍

ア

デ

ィ

オ

ソ

乳

剤

二

、

0
0
0倍

ト
レ

ボ

ソ

乳

剤

一

、

0
0
0倍

葉
の
裏
側
に
も
充
分
か
か
る
よ
う
、
一
週

間
お
き
に
二
回
連
続
散
布
し
ま
す
。

こ
の
他
、
前
作
に
お
い
て
黒
星
病
が
発
生

し
た
ほ
場
で
は
、
今
後
の
気
混
低
下
で
再
び

発
病
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
十
分
注
意
し
て
下

さ
い
。
（
発
病
適
温
は
一
七
℃
程
度
）

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

萩
原
佳
津
）

0
土
づ
く
り

ほ
場
は
、

排
水
性
が
良
く
肥
え
て
い
る
乾

田
が
適
し
て
い
ま
す
。
稲
わ
ら
や
堆
肥
等
を

施
用
し
、
耕
起
を
行
い
ま
す
。
こ
の
際
、
同

時
に
苦
土
石
灰
を
施
用
す
る
と
な
お
よ
い
で

し
ょ
う
。
施
肥
は
基
肥
を
重
点
と
し
、
全
面

に
施
用
し
て
耕
起
、

整
地
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
生
育
を
良
好
に
す
る
た
め
に
は
排
水
溝
を

ほ
場
に
設
け
、

排
水
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

（五

m
間
隔
で
一
本
程
度
）

〇
播

種

播
種
時
期
は
、
は
だ
か
麦
は
十
一
月
中
i

下
旬
小
麦
や
大
麦
は
十
一
月
上
ー
中
旬
が
適

期
で
す
。
播
種
量
は
一
〇
ア
ー
ル
当
た
り
は

だ
か
麦
で
一
五

i
一
七

kg小
麦
・
大
麦
で
一

五

kg程
度
と
し
ま
す
が
、
湿
田
や
排
水
不
良

の
ほ
場
、
ま
た
遅
ま
き
に
な

っ
た
場
合
は
や

や
多
目
と
し
ま
す
。ド

リ
ル
播
き
の
場
合
は

-
0
ア
ー
ル
当
た
り
八
-
-
-
-
I
 

0
k
gと
し
ま
す
。

〇
除

草

全
面
全
層
播
き
の
場
合
は
、
種
子
が
全
面

に
ま
か
れ
て

い
る
た
め
、
中
耕
を
兼
ね
た
除

草
が
出
来
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
除
草
剤
を

散
布
し
て
下
さ
い
。
（

ト
レ

フ
ァ
ノ
サ
イ
ド

粒
剤
を
一
〇
ア
ー
ル
当
た
り
四
ー
五

kg、
ま

た
は
サ
タ
ー
ソ
バ
ア
ロ
乳
剤
を
一
〇
ア
ー
ル

当
た
り
七

O
O
c
c
程
度
）
散
布
は
播
種
直
後

か
ら
三
日
以
内
に
朝
夕
の
風
の
な
い
日
に
行

い
ま
し
ょ
う
。
散
布
後
に
鎮
圧
す
る
と
効
果

が
高
ま
り
ま
す
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

曽
我
洋
司
）

二
、
樹
形
改
造

樹
形
の
改
造
は
、
苗
木
か
ら
段
階
を
踏
ん

で
実
施
す
る
の
が
原
則
で
す
が
、
密
植
園
で

は
一
度
に
樹
形
を
改
造
す
る
の
は
難
し
く
、

順
次
低
樹
高
に
仕
立
て
て
い
く
方
法
が
よ
い

で
し
ょ
う
。

ま
た
カ

ッ
ト
パ
ッ
ク
の
方
法
も
あ
り
ま
す

が
、
実
施
後
枯
死
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

図 1樹形改造の手順

争
改造前

①
[
 こ戸完成樹形

ク

リ
＿
、
整
枝
と
せ
ん
定

整
枝
と
せ
ん
定
の
基
本
は
次
の
四
つ
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

ーヽ一
樹
冠
内
部
ま
で
光
を
当
て
、
新
梢
の
発
生

（
 
を
促
し
、
葉
数
の
確
保
を
図
る
。

ーヽノ二
若
木
の

せ
ん
定
は
で
き
る
だ
け
軽
く
し、

（
 
密
生
部
分
の
間
引
き
程
度
に
と
ど
め
樹
形
を

保
つ
。

ヽ
~

三
成
木
で
は
太
い
枝
の
間
引
ぎ
せ
ん
定
を
中

（
 
心
に
実
施
し
、
樹
を
若
返
ら
せ
る
こ
と
で
充

実
し
た
結
果
母
枝
を
確
保
す
る
。

、
•
ノ四
結
果
母
枝
数
は
樹
冠
面
積

一
2m
当
り
五

i

（
 
七
本
、

一
0
a
当
り
四、

000-----
五、

0

0
0本
と
す
る
。
収
量
は
四

0
0
k
gを
目
標

と
す
る。

で

一
度
に
切
ら
ず
二
i
三
年
位
か
け
て
切
り

下
げ
る
方
が
安
全
で
す
。

但
し
、
樹
齢
が
進
み
、
ほ
う
き
状
の
樹
は

改
植
を
行
い
苗
木
か
ら
仕
立
て
る
方
が
良
い

で
し
ょ
う
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

「
牛
の
分
娩
を
昼
問
に
」

母
牛
の
胎
内
で
順
調
に
育

っ
た
子
牛
が
事

故
で
死
亡
す
る
こ
と
は
、
牛
に
と
っ
て
も
、

飼
い
主
に
と
っ
て
も
大
変
残
念
な
こ
と
で
す
。

牛
の
分
娩
は
一
般
的
な
管
理
、
自
然
状
態

の
下
で
は

一
日
の
時
間
帯
の
中
で
昼
、
夜
に

片
寄
る
こ
と
な
く
一
様
に
起
こ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し

た
工
夫
、
そ
れ
は
飼
料
給
与
の
時
間
を
変
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
分
娩
時
間
が
変
え
ら
れ
る

そ
う
で
す
。
昼
間
に
分
娩
さ
せ
る
こ
と
が
出

来
れ
ば
観
察
と
介
護
が
容
易
と
な
り
、
分
娩

時
の
事
故
は
減
少
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

方
法
と
し
て
は
、
分
娩
が
問
近
の
妊
娠
牛

を
分
娩
予
定
日
の

二
週
間
前
か
ら
群
か
ら
離

し
て
、
静
か
な
分
娩
室
へ
移
し
ま
す
。
飼
料

は
夕
方
か
ら
夜
間
に
か
け
て
一
日
分
を
全
量

一
度
に
給
与
し
ま
す
。
最
初
の
う
ち
は
牛
も

と
ま
ど
い
、
翌
朝
飼
料
が
残
っ
て
い
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
は
飼
槽
か

ら
全
部
取
り
除
い
て
や
り
ま
す
。
も
っ
た
い

な
い
、
可
哀
相
と
思
わ
な
い
で
下
さ
い
。
昼

間
は
エ
サ
を
与
え
な
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
が

ポ
イ

ン
ト
で
す
。
た
だ
し
給
水
は
い
つ
で
も

自
由
に
飲
め
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
す
。
牛

も
馴
れ
て
く
る
と
夜
の
う
ち
に
一
日
分
を
全

部
食
べ
終
え
て
い
ま
す
。

こ
の
方
法
に
よ
り
、
八

0
％
の
割
合
で
昼

間
分
娩
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所
峯
下
寿
樹
）

菊
池

明

眉
躙
胃
胃
冒
冒
一

12
月
1
日
（
水
）中
津
方
面

12
月
2
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

12
月
7
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

12
月
8
日
（
水
）
岩
谷
方
面

12
月
9
日
（
木
）
大
谷
方
面

12
月
14
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

12
月
15
日
（
水
）
中
津
方
面

12
月
16
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

12
月
21
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

12
月
22
日
（
水
）
岩
谷
方
面

12
月
24
日
（
金
）
大
谷
方
面

（
祭
日
の
た
め
）

12
月
28
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

12
月
29
日
（
水
）
中
津
方
面

12
月
30
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

1
2
月
醤
油
配
達
予
定
表

12
月
3
日
（
金
）
大
谷
方
面

12
月
10
日
（
金
）
岩
谷
小
藪
方
面

12
月
17
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

12
月
25
日
（
土
）
予
子
林
方
面

L
P
G
配
達
予
定
表

12
月
2
日
（
木
）
大
屋
敷
・
大
平

12
月
6
日
（
月
）上
石
丸
・
師
走
野
・

下
小
藪
・
中
野

1
2月
8

日
（
水
）藤
野
原
•
町

12
月
10
日
（
金
）
八
重
栗
・
上
森
山
・

大
成
・
正
山

12
月
13
日
（
月
）
久
保

12
月
15
日
（
水
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越
・

月
野
尾
・
京
造

12
月
16
日
（
木
）
中
津
・
小
倉

12
月
17
日
（
金
）
広
常
・
影
地

12
月
20
日
（
月
）
森
・

肱
栄
・
硯
．

久
下
・
樋
野
ロ
・
汗
生

12
月
22
日
（
水
）
白
石
・
上
小
藪
．

中
小
藪

12
月
25
日
（
土
）
中
居
谷
・
嘉
城

・

共
栄
・
道
野
尾
・
赤
岩

12
月
27
日
（
月
）
大
駄
場
・
柳
・
郷
・

瓜
生
谷

12
月
29
日
（
水
）
全
敷
水
・
菟
野
尾
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歳末連合・ 一 、ヽ19：上店工会 ？江93/ 
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今
年
も
残
す
と
こ
ろ

一
カ
月
余
り
、
冬
の
気

配
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

る
頃
と
な
り
ま
し
た
。

肱
川
ク
ロ
ー
バ
ー
ス

タ
ソ
プ
会
と
歳
末
連
合

大
売
出
し
協
賛
加
盟
店

で
は
、

一
年
間
の
ご
愛

顧
に
感
謝
し
て
今
年
も

例
年
ど
お
り
十
二
月
一

日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

の
一
カ
月
問
、
肱
川
町

12月 2 4 日 ～, 1 日 1 月 5 · 6 日 1 月 7 • 8日
川上商工会2F 河辺村老人！目祉センター

午前10時、、午後雑弓

ぅ',{＊汝＊令＊：ゞ＊ ゞ＊，'.; * ・', ＊ 玄＊ヽ`r*沢＊ ・文＊2 ＊ •,; ＊ ’ 9. * {( * : ｛ 1 

豪
培
景
品
を
多
数
品
揃
え

歳
末
連
合
大
売
出
し

と
河
辺
村
で
歳
末
連
合
大
売
出
し
を
行

い
ま
す
。

特
等
に
十
万
円
を
二
本
、
一
等
は
電

気
製
品
等
の
豪
華
景
品
を
各
種
取
り
棚

え
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

大
売
出
し
期
間
中
は
、
年
末
年
始
の

商
品
を
は
じ
め
、
良
い
商
品
を
安
く
お

客
様
に
提
供
す
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に

お
買
得
商
品
を
豊
富
に
取
り
揃
え
皆
様

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

年
末
年
始
の
お
買
物
、
ご
利
用
は
ぜ

ひ
地
元
商
店
を
ご
用
命
下
さ
い
。

◎
歳
末
連
合
大
売
出
し
の
内
容

＊

期

間

十
二
月

一
日
か
ら

三
十

一
日
ま
で
の

一
カ
月
間
で
す
。

＊
抽
選
補
助
券

大
売
出
し
期
間
中
、
五
酉
円
の
お
買

い
上
げ
毎
に
抽
選
補
助
券
を

一
枚
差
し

上
げ
ま
す
。

＊

抽

選

抽
選
補
助
券

二
十
枚
で

一
回
抽
選
が

出
来
ま
す
。

＊
抽
選
期
間

十
二
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
一
日
ま

で
と
、

一
月
五
日
、
六
日
、
七
日
、
八

日
の
十
二
日
間
で
す
。

一
月
七
日
と
八
日
の
一

一日
間
は
河
辺

村
で
抽
選
を
行
い
ま
す
。

時
間
は
、
毎
日
午
前
十
時
か
ら
午
後

六
時
ま
で
で
す
。

＊
抽
選
会
場

＊
肱
川
町
鹿
野
川

川
上
商
工
会
―

―階
集
会
室

＊
河
辺
村
植
松

河
辺
村
老
人
福
祉
セ
ソ
タ
ー

＊

景

品

特
等
十
万
円
が

一
一本。

一
等
か
ら
三
等
ま
で
は
、
電
気
製
品

等
の
豪
華
景
品
を
数
多
く
揃
え
て
い
ま

す
。
四
等
は
従
来
ど
お
り
五
百
円
の
商

品
券
、
五
等
に
は
実
用
向
き
の
景
品
を

中
心
に
各
種
用
意
し
て
い
ま
す
。

空
く
じ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
ず
何
か

が
当
た
り
ま
す
。

年
末
に
は
下
記
の
歳
末
連
合
大
売
出

し
加
盟
店
を
ご
利
用
の
上
、
好
運
を
お

引
き
当
て
下
さ
い
。

ftttsts5§btttststsit:isitsttts:s:st:tststis2t;giヽ
s
i
!
！
J

一
歳
末
連
合
大
売
出
し
加
盟
店
一

曽

根

時

計

眼

鏡

店

{

冨

永

呉

服

店

｛

-

＿
正

山

地

区

―
酒
店
橋
本
家
具
店

〖

一

3

(
〈

0

本

一

谷

本

商

店

福

栄

堂

菓

子

舗

山

田

商

店

福

栄

堂

薬

館

丑

三

瀬

電

機

商

会

一

村

田

衣

料

品

店

i

一
宇

和

川

地

区

一

一

養

老

酒

造

{

令

岡

商

店

サ

和

気

商

店

一

}

谷

本

石

油

店

一一
出

水

商

店

＿

大

谷

地

区

―

―

鉾

岩

商

店

一

-

u

&

K

石

油

土

井

商

店

一

リ

リ

ー

美

容

室

一

一
予

子

林

地

区

一

い

田

商

店

｛

―

―
鹿

野

川

地

区

―

一

あ

お

ば

上

甲

商

店

一

｝

大

西

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

店

-
[
野
川
三
婦
の
〖
;い
;
:

­

一

鹿

野

川

セ

ン

タ

ー

あ

ま

ご

の

里

一

鹿

野

川

タ

ク

シ

ー

河

辺

自

動

車

i

3

川

上

自

転

車

北

川

商

店

1

上

石

油

店

名

本

商

店

i

｝

京

屋

呉

服

店

ピ

ュ

ー

テ

ィ

サ

ロ

ン

あ

つ

み

一

ク

イ

ー

ン

美

容

室

本

門

精

米

所

一

河

内

写

真

館

や

す

こ

美

容

室

一

一

佐

藤

鮮

魚

店

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）
一

シ

ス

タ

ー

美

容

室

一

写

真

の

堀

r
i
i
i
§
。
§
o
i
i
§
§
‘
i
i
i
i
i
i
i
§
i
‘
i
i
i
i
i
i
i
i
i
§
し
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日置川町商工会の会議室での交流会

商
工
会
青
年
部
は
和
歌
山

県
日
置
川
町

へ
研
修
旅
行
に

十
月

二
十

二
日
よ
り
船
旅
を

し
な
が
ら

二
泊
三
日
の
旅
行
へ
行
っ
た
。

日
置
川
町
は
、
紀
州
・
熊
野
地
方
の
海

に
恵
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
美
し
い
町
で
、

第

一
次
産
業
を
主
と
し
た
人
口
五
千
人

程
の
町
で
あ
る
。
私
達
が
日
．
置
川
町
に

つ
い
た
の
は
、

二
十
三
日
の
午
後
、
土

曜
日
と
も
あ

っ
て
出
席
者
は
少
な
か

っ

た
も
の
の
話
が
弾
み
、
予
定
時
間
を
超

え
て
意
見
交
流
を
し
た
。

そ
の
話
の
中
で
、
日
置
川
町
の
青
年

部
数
は
肱
川
町
と
変
わ
ら
な
い
が
、

実

際
に
活
動
し
て
い
る
の
は
十
二
名
と
の

事
、
そ
の
理
由
は
、
部
員
不
足
の
為
、

定
年
延
長
し
て
四
十
五
オ
ま
で
在
籍
し

て
い
る
の
で
、
主
に
、
活
動
す
る
の
は

若
い
部
員

に
な
る
の
だ
そ
う
だ
。
年
々

過
疎
の
進
む
肱
川
町
に
も
こ
う
い
う
事

態
を
迎
え
る
か
も
し
れ
な
い

。
と
い
う

気
が
し
て
他
人
事
で
は
な
い
よ
う
に
思

え
た
。
日
置
川
町
で
は
、
町
の
活
性
化

対
策
の
イ
ベ
ソ
ト
と
し
て
南
紀
日
置
川

リ
バ
ー
サ
イ
ド
マ
ラ
ソ
ソ
大
会
を
毎
年

開
催
し
、

青
年
部
も
協
賛
し
て
い
る
。

参
加
者
は
町
内
外
か
ら
八
百
人
余
り
、

大
会
は
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
地
域
活
性

化
に
ひ
と
役
買
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ

こ
。
t
 主
産
業
は
、
農
林
水
産
業
で
あ
る
が

若
者
の
町
外
流
出
等
で
過
疎
化
、
老
齢

化
は
ど
こ
の
町
で
も
同
じ
で
あ
る
と
惑

じ
た
。
そ
の
対
応
策
と
し
て
町
で
は
、

魅
力
あ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に
若
者
が

安
定
し
て
働
け
る
先
進
的
な
企
業
、
エ

場
の
誘
致
を
各
方
面
に
慟
き
か
け
て
い

る
と
の
事

で
あ
っ
た
。

日
置
川
町
に
は
川
と
山
が
一
体
と
な
っ

た
緑
あ
ふ
れ
、
遊
び
心
た
っ
ぷ
り
の
大

塔
日
置
川
県
立
自
然
公
園
と
、
熊
野
灘

の
素
晴
ら
し
い
眺
望
と
潮
風
に
つ
つ
ま

れ
た
熊
野
枯
木
灘
県
立
自
然
公
園
が
あ

り
観
光
の
目
玉
と
な
っ
て
い
る
。
が、

近
隣
に
白
浜
町
が
あ
り
、
観
光
客
の
大

半
は
そ
こ
に
吸
収
さ
れ
る
と
言
う
。

過
疎
の
進
む
町
で
の
地
域
活
性
化
は

難
し
く
、
青
年
部
員
数
も
少
な
く
事
業

活
動
も
限
ら
れ
る
と
言
う
事
で
あ
り
、

当
商
工
会
青
年
部
に
も
共
通
す
る
点
が

少
な
か
ら
ず
あ
る
と
感
じ
た
。
肱
川
町

長
が
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
一
人

ひ

と
り
の
心
、
気
持
ち
に
風
を
お
こ
す
事

が
大
切
だ
と
痛
感
し
た
。

地
域
活
性
化
に
し
て
も
、
何
ご
と
に

も
対
応
の
出
来
る
青
年
部
に
な
る
よ
う

部
員
全
員
が
意
思
の
疎
通
を
図
り
な
が

ら
力
を
合
わ
せ
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と

思
う
。

千畳敷にて

入
賞
お
め
で
と
う

税
の
書
道
展

責カ
'
•こ

の
度
、
川
上
商
工

―
会
青
年
部
で
は
、
地
域

、
の
話
題
性
と
地
域
商
業

の
活
性
化
を
目
的
と
し

『
心
を
燃
や
せ
'
•
あ
か

り
を
灯
せ
＇

．
』
と
い
う

テ
ー

マ
の
も
と
、
歳
末

大
売
出
し
期
間
中
(
+

二
月
一
日
？
十
二
月
二

十
九
日
）
鹿
野

川
大
橋

元
の
セ
ソ
ダ
ソ
の
木
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ソ
を
点
灯
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
同
木
に
は
、
中
野
小
学
校
児
童
に

装
飾
を
依
頼
し
飾
り
付
け
も
お
こ
な
い

ま
す
。こ
れ
に
と
も
な
い
雰
囲
気
を
盛
り
上

げ
る
意
味
で
、
大
売
出
し
前
夜
祭
を
下

記
要
項
の
と
お
り
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
是
非
、
皆
様
足
を
お
運

び
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま

十
月
十
八
日
大
洲
商
工
会
議
所
で
、

大
洲
喜
多
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
の
主

催
に
よ
る
「
税
に
関
す
る
書
道
展
」
の
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
書
道
展
は
、
納
税
意
識
の
高
揚

を
目
的
に
大
洲
租
税
教
育
推
進
協
議
会

並
び
に
大
洲
税
務
署
、
八
幡
浜
地
方
局

の
後
援
に
よ
り
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
大
洲
市
、
喜
多
郡
内
の
小
・
中
学

生
か
ら
多
数
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

肱
川
町
か
ら
は
、
中
野
小
学
校
、
予

子
林
小
学
校
、
岩
谷
小
学
校
、
肱
川
中

学
校
の
四
校
か
ら
、
ま
た
河
辺
村
か
ら

は
河
辺
中
学
校
か
ら
八
十
六
名
の
応
募

が
あ
り
、
次
の
方
が
た
が
入
賞
さ
れ
ま

し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

己―-＝ロ

時
：
十
一
月
三
十
日
（
火
）

午
後
六
時
ー
九
時

■場
所
：
．
肱
川
中
学
校
グ
ラ
ソ
ド

（
雨
天
の
場
合
は
体
育
館
）

■催
し
物
：
・
イ
ル

ミ
ネ

ー
シ
ョ
ソ
点
灯

風
陣
太
鼓

フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
ト
ー
ム

事
：
お
で
ん
・
で
ん
が
く
•
う

ど
ん
•
あ
め
の
う
お
塩
焼

き

鉾
岩
奈
穂

◎
中
学
校
の
部
r

【
金
賞
】

肱
川
中
学
校

【
銅
賞
】

肱
川
中
学
校

【
入
選
】

河

辺

中

学

校

一

年

松

下

ま

ゆ

以
上
の
入
賞
作
品
は
、
税
を
知
る
週

問
の
行
事
の
一
環
と
し
て
大
洲
税
務
署

に
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
納
税
意
識
の
高

揚
に
役
立
つ
場
所
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

◎
小
学
校
の
部

【
入
選
】

中
野
小
学
校

岩
谷
小
学
校

予
子
林
小
学
校

一年
二
年

中
野
芳
将

六

年

大

野

慎

也

六

年

中

川
直
美

五

年

二

宮

光

明

麟疇

． =．．. 

熊
野
灘
の
潮
風
を
受
け
て

紀
州
•

H

韻
川
町
へ

ー
青
年
部
県
外
研
修
ー

歳
末
大
売
出
し
前
夜
祭
と

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯

■食 ■日
す。
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『

U
&
K
石
油
』

オ
レ
ソ
ジ
色
の
白
熱
灯

が
昼
間
も
目
を
ひ
く
昭
和

シ
ェ
ル

U
&
K
石
油
さ
ん

は
、
十
月
七
日
に
オ
ー
プ

ソ
し
た
ば
か
り
。
ク
ル
マ
を
乗
り
入
れ

る
と
、
す
か
さ
ず
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
1
.
」
と
威
勢
の
い
い
声
が
聞
こ
え
、

活
気
あ
ふ
れ
る
お
店
の
よ
う
で
す
。

場
所
は
大
洲
高
校
肱
川
分
校
か
ら
少

し
大
洲
市
よ
り
の
国
道

一
九
七
号
線
沿

い
に
あ
り
、
広
々
と
し
た
敷
地
は
九
四

五
平
方
メ

ー
ト

ル
も
あ
る
余
裕
の
広
さ

で
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
も
ラ
ク
ラ
ク
と
出

入`
り
で
き
ま
す
。

二
奥
様
と
税
①
〗

所
得
税

〈
パ
ー
ト
で
働
く
人
に
対
す
る
税
〉

パ
ー

ト
収
入
は
、
通
常
、
給
与
所
得

と
な
り
ま
す
。
課
税
さ
れ
る
所
得
は
、

パ
ー
ト
の
年
収
か
ら
、
給
与
所
得
控
除

額
（
百
六
十

二
万
五
千
円
ま
で
の
人
は

六
十
五
万
円
）
と
基
礎
控
除
（
三
十
五

万
円
）
な
ど
の
所
得
控
除
を
差
し
引
い

た
残
額
で
す
。

例
え
ば
、
パ
ー
ト
収
入
が
百
十
万
円

で
所
得
控
除
が
基
礎
控
除
だ
け
の
場
合
、

課
税
さ
れ
る
所
得
は
十
万
円
と
な
り
、

所
得
税
は
一
万
円
と
な
り
ま
す
。

〈
配
偶
者
控
除
と
配
偶
者
特
別
控
除
〉

夫
に
所
得
が
あ
り
、
奥
様
が
パ
ー
ト

で
慟
く
場
合
を
考
え
て
み
ま
す
と
、
夫

―――― 

新
装
オ
ー
プ
ン

高
速
自
動
洗
車
機
、
高
圧
ガ
ソ
洗
車

機
も
設
置
し
設
備
も
充
実
し
て
お
り
、

各
種
部
品
を
と
り
そ
ろ
え
、
軽
整
備
も

行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
タ
イ
ヤ
の

空
気
圧
調
整
、
エ
ソ
ジ
ソ
ル

ー
ム
内
点

検
は
も
ち
ろ
ん
無
料
で
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
と
の
こ
と
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
家
庭
で
は
灯
油

が
必
需
品
と
な
り
ま
す
が
、
電
話

一
本

で
町
内
格
安
に
て
配
達
し
て
下
さ
る
そ

う
で
す
。

ま
た
ガ
ソ
リ
ソ
の
他
に
も
、
カ
ー
用

品
、
タ
イ
ヤ
等
の
販
売
も
し
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
も
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
配
偶
者

控
除
と
配
偶
者
特
別
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。奥
様
の
パ
ー
ト
収
入
が
百
万
円
ま
で

で
あ
れ
ば
、
配
偶
者
控
除
（

三
十
五
万

円
）
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

配
偶
者
特
別
控
除
は
、
奥
様
の
所
得

に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
ま
す
が
、
最
高
額

は
三
十
五
万
円
で
す
。
こ
の
控
除
は
パ
ー

ト
収
入
が
百
万
円
を
超
え
て
い
て
も
百

三
十
五
万
円
未
満
で
あ
れ
ば
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
夫
の
合
計
所
得
が
一
千
万

円
（
給
与
収
入
で
約

一
千

二
百
二
十
万

円
）
を
超
え
る
年
に
は
受
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

〈
パ
ー
ト
収
入
と
世
帯
の
収
入
〉

配
偶
者
特
別
控
除
が
設
け
ら
れ
て
い

代

表

者

安

川

哲

生
一四ーニ―六六

配偶者のパート収入 紀偶者控除額 B賭術咆饂 合計

70万円未満 35（万円） 35（万円） 70（万円）

70万円以上 75万円未満 35 30 65 

75万円以上 80万円未満 35 25 60 

80万円以上 85万円未満 35 20 55 

85万円以上 90万円未満 35 15 50 

90万円以上 95万円未禍 35 10 45 

95万円以上100万円未満 35 5 40 

100万円 35 35 

100万円超 105万円未満 35 35 

105万円以上110万円未横 30 30 

110万円以上115万円未禍 25 25 

ll5万円以上 120万円未満 20 20 

120万円以上 125万円未満 15 15 

125万円以上130万円未満 10 10 

130万円以上135万円未満 5 5 

135万円以上

ら
れ
る
よ
う
、
社
員
一
同
努
め
て
い
き

ま
す
と
の
こ
と
で
す
。

営
業
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
七

時
ま
で
。
た
だ
い
ま
現
金
会
員
募
集
中

で
す
。*
T
E
L
 

ま
す
，
の
で
、
例
え
ば
、
奥
様
が
パ
ー

ト
で
働
い
て
百
万
円
を
超
え
る
給

与
収
入
を
得
る
場
合
で
も
、
夫
の

配
偶
者
特
別
控
除
の
額
は
、
な
だ

ら
か
に
減
少
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す。
し
た
が

っ
て
、
奥
様
が
パ
ー
ト

で
一
定
額
以
上
働
く
と
、
か
え
っ

て
世
帯
全
体
の
手
取
り
が
減
少
す

る
と
い
う

「
手
取
り
の
逆
転
現
象
」

は
、
税
の
面
で
は
解
消
さ
れ
て
い

ま
す
。

住
民
税
パ
ー
ト

の
年
収
が
九
十
九
万
円
で
す

と
給
与
所
得
の
金
額
が
住
民
税
の
非
課

税
限
度
額
（
三
十
四
万
円
）
以
下
に
な

り
ま
す
の
で
、
住
民
税
は
か
か
り
ま
せ

ん。

な
お
、
住
民
税
に
お
い
て
も
、
配
偶

者
特
別
控
除
が
あ
り
ま
す
の
で
、
パ

ー

ト
収
入
が
九
十
九
万
円
を
超
え
る
と
か

え
っ
て
世
帯
全
体
の
手
取
り
が
減
少
す

る
と
い
う
問
題
は
、
住
民
税
の
税
制
面

で
も
解
消
さ
れ
て
い
ま
す
。

U&K石油のスタッフー同

今
年
の
冷
夏
は
多
方
面
に

影
響
を
与
え
た
よ
う
だ
。
特

に
主
食
の
米
は
、
過
去
に
例

を
み
な
い
凶
作
に
な
っ
て
い

る。
米
不
足
は
深
刻
で
加
工
用

の
米
を
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の

輸
入
も
決
ま
り
、
農
業
関
係
者
に
は
、

ま
た
も
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
と
な
っ
た
。

な
ぜ
一
年
の
凶
作
で
米
を
輸
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
米
は
あ
ま
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
の
か
？

不
思
議
な
こ
と
ば
か
り
が
農
業
の
姿

の
よ
う
に
思
え
る
。
減
反
が
そ
の
よ
い

例
で
、
今
ま
で
作
付
面
積
を
減
ら
し
て

い
っ
た
国
の
政
策
は
ど
の
よ
う
な
考
え

な
の
か
疑
問
に
思
う
。

ま
た
、
ヤ
ミ
米
業
者
が
大
量
に
米
を

春亙秋冬

横
流
し

し
て

い
る
こ
と
を
テ
レ
ビ
な
ど

で
見
る
と
同
情
し
て
し
ま
う
。
国
民
の

主
食
米
を
、
ご
ま
か
し
の
な
い
本
気
で

考
え
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

さ
て
、
米
作
り
も
近
年
変
わ
り
つ
つ

あ
る
よ
う
だ
。
水
田
の
中
を
泳
ぐ
色
と

り
ど
り
の
ニ
シ
キ
ゴ
イ
。
ニ
シ
キ
ゴ
イ

の
力
で
無
農
薬
の
コ
メ
を
作
っ
て
み
た

の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
養
殖
池
が
足
り

な
く
な
っ
て
、
た
ま
た
ま
水
田
に
放
し

た
ら
結
果
が
良
か
っ
た
と
い
う
も
の
で
、

名
付
け
て
『
ニ
シ
キ
ゴ
イ
農
法
』
と

い

わ
れ
て
い
る
。

コ
イ
が
泥
を
か
き
回
す
こ
と
で
雑
草

の
発
育
を
押
さ
え
る
と
い
う
し
く
み
。

ま
た
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
ア
イ
ガ
モ

農
法
は
、
く
さ
や
害
虫
を
食
べ
同
じ
よ

う
に
無
農
薬
で
米
を
育
て
よ
う
と
い
う

も
の
だ
。
ニ
シ
キ
ゴ
イ
農
法
も
、
ア
イ

ガ
モ
農
法
も
雑
草
を
取
り
除
く
効
果
が

あ
る
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
る
が
、

コ
ス
ト
的
に
は
、
商
品
に
な
ら
な
い
二

シ
キ
ゴ
イ
が
安
い
。
害
虫
を
迎
撃
で
き

る
の
は
ア
イ
ガ
モ
で
、
二
つ
の
農
法
を

同
時
に
利
用
す
る
と
、
効
果
は
期
待
で

き
そ
う
だ
。

世
間
が
無
農
薬
、
有
機
農
産
物
を
求

め
る
流
れ
の
中
で
生
ま
れ
た
ニ
シ
キ
ゴ

イ
農
法
、
オ
イ
シ
イ
お
コ
メ
が
食
べ
ら

れ
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
よ
う
だ
。

輸
入
米
な
ど
怖
く
あ
り
ま
せ
ん
。
消

費
者
は
安
全
で
オ
イ
シ
イ
米
を
求
め
て

い
る
の
だ
か
ら
。

こ
の
よ
う
な
努
力
が
少
し
で
も
報
わ

れ
、
農
家
の
人
た
ち
の
笑
顔
が
繰
り
返

し
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
農
業
に

し
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。
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昭
和
十
七
年
四
月
初
旬
、
国
が
戦
力

増
強
の
一
環
と
し
て
新
し
く
設
け
た
、

食
糧
増
産
推
進
隊
員
と
し
て
旧
宇
和
川

村
か
ら
、
西
本
武
丸
君
、
上
岡
優
君
、

久
保
田
寅
雄
君
等
と
一
緒
に
選
抜
さ
れ

旧
新
居
郡
庄
内
村
の
訓
練
所
に
入
隊
し

ま
し
た
。

そ
の
時
、
藤
谷
隆
太
郎
隊
長
（
県
翼

賛
壮
年
団
長
）
の

訓
示
の
中
に
「
大

東

亜

戦

争

に

勝

ち

回

，
 

抜
く
た
め
に
は
馬

8

□(
i
 

鹿
が
一

0
0
0
人

激
を
覚
え
、
そ
の

馬
鹿
の
一
人
に
な

る
こ
と
を
心
に
誓
い
ま
し
た
。

そ
の
年
の
七
月
こ
ろ
、
村
役
場
か
ら

村
書
記
に
採
用
し
た
い
旨
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。
愚
妻
に
相
談
し
ま
し
た
と
こ

ろ
賛
意
を
表
し
ま
し
た
の
で
、
次
に
兄

の
義
光
に
相
談
し
ま
し
た
。
兄
は
反
意

を
示
し
、
お
前
が
勤
め
に
出
る
の
で
あ

れ
ば
内
の
店
の
手
伝
い
を
す
る
よ
う
に

と
の
事
で
し
た
。
そ
の
由
を
妻
に
話
し

ま
し
た
が
、
妻
は
こ
の
こ

と
に
難
色
を

私

の

名

荷

谷

谷

本

恒

雄

思

い六援賢こ算のも日な ~ ．、しこさ・ 色 日へのろ振示
た年をやので事家まる て い初か来了‘りし
だとい町こすを庭でこ ろ登らて解山方ま
き永た民と゜念で‘と
まきだのに取頭も戦を

g乞tし． お庁出ほは田にし
話当勤しお庄困た

しにき皆意りにま中決 を日すいれ太惑゜
たわ職様を分おた戦意 い‘るとが郎しそ
゜た員方注けい‘後しな当わ間る常乏かお難活は金のた稲この取村ての
そつ十のぎ役て地をまる日れにこに人°前のはな儲中だ谷と事る長およ
のて四ご多場や域問しこかまなと清に但貧伴諸いけでき助にでかさりう
傍勤年厚く生つでわたとらしれの貧はし乏う般ぞを、ま役し‘らんまな
らめ‘情の活てもず゜と‘た。でにな

る
‘にもの‘す--,しさま八是かし事

でさ助‘先で来常役爾貧馬゜←ぎ甘 汚なの面吏る役たんし月非らたで
はせ役ご輩はたに場来乏鹿私とるんないれぞで員所場°かた十役‘と身ょ
‘て十支諸‘心こで今にには言人じ。貧る‘困生ではそら°五場兄この

い

出

(82
歳）

町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
三
年
、
委
員

長
二
十
三
年
、
県
共
同
募
金
会
肱
川
町

分
会
長
三
十
一
年
（
内
、
郡
支
会
長
、

県
共
同
募
金
会
理
事
各
十
八
年
）
、
町

社
会
福
祉
協
議
会
長
十
二
年
（
郡
社
会

福
祉
連
合
会
長
、
県
社
会
福
祉
協
議
会

理
事
各
四
年
）
、
肱
川
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
長
四
年
（
郡
老
連
会
長
、
県
老

連
会
理
事
各
二
年
）
、
肱
川
農
協
理
事

九
年
等
大
変
永
い
間
勤
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
有
り
難
い
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
蔭
さ
ま
で
皆
様

方
も
ご
承
知
の
よ
う
に
、
去
る
昭
和
五

十
九
年
春
の
叙
勲
に
は
受
章
の
栄
に
浴

す
る
こ
と
が
で
ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭

和
六
十
三
年
四
月
に
は
肱
川
町
功
労
賞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ひ
と
え
に

多
く
の
先
輩
諸
賢
や
、
町
民
の
皆
様
方

の
ご
厚
情
、
ご
指
導
、
ご
支
援
の
賜
物

と
深
く
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

残
さ
れ
た
日
時
も
極
め
て
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
ご
高
恩
の
万
分
の
一
で
も

お
返
し
せ
ね
ば
と
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

何
と
ぞ
倍
旧
の
ご
厚
情
、
ご
指
導
を
賜

わ
り
ま
す
よ
う
願
い
上
げ
ま
す
と
共
に

皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
祈
念
致
し
ま
す
。

原
稿
を
依
頼
さ
れ
、

「
さ
て
、
何
を
書
こ
う

か
？
」
と
思
い
悩
ん
だ

末
、
で
て
ぎ
た
答
え
が
、

青
年
部
活
動
に
対
し
、

い
か
に
安
穏
と
取
り
組

ん
で
き
た
か
、
と
い
う
自
分
自
身

の
問
題
意
識
の
低
さ
で
あ
っ
た
。

そ
う
考
え
た
時
、
必
要
と
な
る
事

は
、
「
青
年
経
営
者
と
し
て
の
資

質
を
向
上
さ
せ
、
商
工
業
の
総
合

的
改
善
発
達
を
図
り
、
社
会
一
般

の
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
。
」
と

い
う
青
年
部
設
立
の
趣
旨
を
再
認

識
す
る
事
で
あ
る
と
思
う
。
そ
れ

を
理
解
す
る
事
に
よ
っ
て
主
体
性

が
生
ま
れ
、
か
つ
積
極
的
な
活
動

に
つ
な
が
る
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
現
在
青
年
部
で
は
、
様
々

な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

果
た
し
て
、
そ
れ
ら
が
、
今
の
時

代
に
本
当
に
マ
、
ッ
チ
し
て
い
る
の

か
、
ま
た
、
年
数
を
経
る
ご
と
に
、

マ
ソ
ネ
リ
化
し
、
事
業
を
た
だ
消

化
す
る
だ
け
と
い
う
意
識
に
な
っ

て
い
な
い
か
、
あ
る
い
は
、
活
動

す
る
事
が
、
す
な
わ
ち
地
域
社
会

に
貢
献
す
る
と
言
う
安
易
な
考
え

で
、
お
し
き
せ
の
イ
ベ
ソ
ト
に
な
っ

て
は
い
な
い
か
、
十
分
に
検
討
す

青年部雑感

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
そ
の
為

に
は
、
多
く
の
情
報
を
収
集
し
、

か
つ
積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
て
、

青
年
部
活
動
の
趣
旨
を
、
理
解
し

て
も
ら
い
、
よ
り
多
く
の
人
に
協

力
し
て
い
た
だ
ぎ
た
い
と
思
い
ま

す。
ま
た
、
月
例
会
に
お
い
て
も
、

事
業
の
計
画
、
立
案
の
場
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
目
的
の
―
つ
で
あ

る
、
情
報
交
換
や
、
自
己
育
成
の

為
の
基
本
的
勉
強
も
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
で
は
、
と
思
い
ま
す
。

青
年
部
の
講
習
会
は
、
年
に

2
回

開
い
て
お
り
ま
す
が
、
例
会
で
は
、

よ
り
実
務
的
な
事
を
少
し
ず
つ
で

も
行
っ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
そ

う
す
る
事
に
よ
り
、
部
員
間
の
信

頼
と
連
帯
感
も
い
っ
そ
う
強
く
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に
、
私
達
の
活
動
が
地
域

社
会
に
ど
う
す
れ
ば
役
立
つ
の
か
、

ま
た
そ
の
為
に
は
、
今
何
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
の
か
を
十
分
に
考

え
、
青
年
部
の
一
員
と

し
て
誇
り

を
持
っ
て
行
動
し
て
い
ぎ
た
い
と

思
い
ま
す
。
時
代
は
、
変
革
の
時

で
す
。
そ
の
時
流
に
乗
り
お
く
れ

な
い
よ
う
、
私
も
意
識
改
革
に
取

り
組
み
た
い
も
の
で
す
。

沖

永

賀

寿

男

青
年
部
活
動
に
思
う
こ
と
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三 読書週間によせて

公民館の本を利用しましょう

”"｀'宮如い•キJ

新しく購入した本は談話室入口にあります

公
民
館
の
現
在
の
蔵
書
数
は
、
約

二

一
、
九

0
0冊
て
み
な
さ
ん
の
利
用
を

待
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
立
図
書
館

図
書
も
四
―
―10
冊
あ
り
ま
す
。
図
書
館

車
「
い
よ
じ
号
」
が
、
年
四
回
入
れ
替

え
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
図
書
室
に
置

い
て
い
ま
す
の
で
、
合
わ
せ
て
ご
利
用

下
さ
い
。

ま
た
、
で
き
る
だ
け
み
な
さ
ん
の
身

近
な
所
へ
届
け
よ
う
と
次
の
分
館
、
集

◎
読
書
グ
ル
ー
プ
ヘ
の
協
力

今
年
の
読
書
週
間
の
標
語
で
す
。

”
ゆ
っ
く
り
と

各
駅
停
車
本
の
旅
“

編集•発行

肱川町公民館
B (0893) 34-2307 

会
所
、
企
業
へ
配
本
し
て
お
り
ま
す
。

0

分
館
文
庫
正
山
、
予
子
林

岩
谷
、
大
谷
郵
便
局

嘉
城
、
師
走
野

上
田
建
設
、

川
上
建
設
、

肱
川
建
設

肱
川
郵
便
局

森
林
組
合

次
の
グ
ラ
フ
は
、
平
成
五
年
度
四
月

か
ら
十
月
ま
で
の
公
民
館
図
書
と
県
立

図
書
館
図
書
の
利
用
状
況
で
す
。
文
学

が
約
七
割
を
占
め
、
圧
倒
的
に
多
く
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
民
館
で
は
次
の
こ
と
も
行
っ
て
い

ま
す
。予

子
林
と
中
央
の
ニ
グ
ル
ー
プ
が
活

動
中
で
す
。
加
入
さ
れ
た
い
方
は
、

公
民
館
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

0

部
落
文
庫

〇
企
業
文
庫

ご
希
望
の
本
を
お
取
り
寄
せ
も
し
ま

す。
◎
予
約
カ
ー
ド

◎
希
望
図
書

こ
ん
な
本
を
買

っ
て
ほ
し
い
方
、
こ

の

一
冊
を
買
っ
て
ほ
し
い
方
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

◎
購
入
の
取
り
次
ぎ

本
を
読
む
と
い
う
こ
と
は
、
本
と
対

話
を
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
本
に

貸
出
中
の
本
が
返
っ
た
ら
、
予
約
さ

れ
た
方
へ
連
絡
し
ま
す
。

対
し
て
疑
問
ゃ
惑
動
を
向
け
る
こ
と
が

読
書
と
い
う
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

会
合
や
文
化
活
動
な
ど
で
公
民
館
へ

足
を
運
ば
れ
た
時
は
、
ぜ
ひ
図
書
室
に

立
ち
寄
っ
て
み
て
下
さ
い

。

深
い
意
味
合
い
を
含
ん
だ
標
語
の
と

お
り
、
忙
し
い
人
こ
そ
、
ゆ
っ
く
り
と

「
心
に
い
い
読
書
」
を
し
て
み
ま
せ
ん

、。カー
※
お
願
い
'

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

＇-

~
み
ん
な
の
本
で
す
の
で
、
返
却
}

~
期
間
が
過
ぎ
て
い
る
方
は
、
早
目
一

i

に
お
返
し
下
さ
い
。

r

,

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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●

●
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図書の利用状況 (H5. 4月～10月）

総記24冊 1.3%
工学55冊
3.1% 

歴史56冊
3.1% 

自然科学92冊
5.2% 

社会科学

93冊
5.2% 

芸術

118冊
6.6% 

哲学24冊 1.3%
産業11冊 0.6%
語学9冊 0.5%

総貸出冊数

1,789冊

文学

1,307冊
73.1% 
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新
し
く
本
を
入
れ
ら
れ
る

場
合
は
限
ら
れ
た
予
算
で
購

次
女
（
六
歳
）
を
連
れ
て
、
週
に

二

回
は
本
を
借
り
に
来
て
い
る
。
う
ち
に

テ
レ
ビ
は
な
い
の
で
、
彼
女
は
自
然
と

本
に
な
じ
ん
で
い
る
。
本
を
借
り
に
行

く
の
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

テ
レ
ビ
等
の
メ
デ
ィ
ア
と
違
っ
て
、
想

像
す
る
力
が
う
ん
と
つ
い
て
き
た
よ
う

で
あ
る
。
今
さ
ら
な
が
ら
本
の
力
を
再

｀
確
認
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
独
身
時
代
の
私
は
毎
日

の
よ
う
に
本
屋
に
立
ち
寄
り
、
本
も
よ

く
買
っ
た
。
結
婚
し
て
お
ま

け
に
俄
百
姓
と
な
っ
た
今
で

は
、
本
な
ど
と
て
も
手
の
で

る
し
ろ
も
の
で
は
な
く
な
っ

た
。
そ
こ
で
い
つ
も
公
民
館

に
来
て
い
る
次
第
な
の
で
あ

る。
図
書
室
に
来
て
い
つ
も
思

う
の
だ
が
、
自
分
の
波
長
や

嗜
好
に
合
わ
な
い
本
や
今

一

っ
と
い
っ
た
本
が
山
の
よ
う

に
あ
り
、
や
れ
や
れ
と
思
い

な
が
ら
、
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う

の
だ
な
あ
と
納
得
し
て
い
る
。

手
の
出
な
い
本
で
も
挑
戦
は

し
て
み
よ
う
と
思
う
の
だ
が

。

．．．．．． 

思なにそ読 ないいて入
う図もうみそもと °欲さ
0 争、いたれの思良しれ

そういでがういいる
ろ人本もあ゜本°の
そ々を‘つ本は良で
ろの読もての無いそ
こ欲みつも選理本の
の求たとい考をは際
町をいもい委しそは
に満のつと員てろ慎
もたでと思会もえ重
本すあ自うの読てを

バスの待ち時間など勉強部屋にもなります
/J 格たる分゜よみほ期
に的め°の うたしし

大

和

八

洲

史

朗

「
図
書
室
を
利
用
し
て
」

や
ま
え
か
け
の
ひ
も
に
た
く
さ
ん
の
さ

か
な
が
つ
れ
て
ゆ
か
い
だ
ね
。
五
さ
い
っ

て
ほ
ん
と
う
に
さ
か
な
み
た
い
だ
ね
。

な
ん
で
も
で
き
る
ま
ほ
う
つ
か
い
み
た

、
o
し
お
ば
あ
さ
ん
、
と
り
み
た
い
に
か
わ

ら
を
と
び
こ
え
れ
て
よ
か
っ
た
よ
。
ま

ほ
う
つ
か
い
に
み
え
た
よ
。
五
さ
い
っ

て

と

り

み

た

い

っ

て

ほ

ん

と

う

だ

ね

。

ね

こ

み

た

い

に

お

ば

あ

さ

ん

、

九

十

八

さ

い

な

の

に

う

ち

の

ば

あ

ち

ゃ

ん

が

、

七

さ

い

に

な

ケ

ー

キ

つ

く

る

の

じ

ょ

う

ず

だ

ね

。

ぽ

れ

ば

、

と

か

ん

が

え

た

だ

け

で

も

、

う

く

の

ば

あ

ち

ゃ

ん

は

、

七

十

七

さ

い

だ

れ

し

い

な

。

お

ば

あ

ち

ゃ

ん

が

、

七

さ

よ

。

ば

あ

ち

ゃ

ん

は

、

お

だ

ん

ご

や

つ

い

だ

っ

た

ら

、

な

つ

や

す

み

に

く

わ

が

き

み

も

ち

を

作

っ

た

り

す

る

ん

だ

よ

。

た

と

り

と

か

か

ぶ

と

む

し

と

り

が

で

ぎ

と

っ

て

も

お

い

し

い

よ

。

ケ

ー

キ

は

、

る

の

に

な

あ

ー
。
で
も
、
お
は
ぎ
や
っ

お

か

あ

さ

ん

が

つ

く

る

よ

。

と

っ

て

も

ぎ

み

だ

ん

ご

が

じ

ょ

う

ず

に

つ

く

れ

る

お

い

し

い

よ

。

と

き

ど

ぎ

か

っ

て

く

る

か

し

ん

ば

い

だ

な

。

だ

け

ど

七

さ

い

に

と

き

も

あ

る

よ

。

だ

っ

て

だ

っ

て

の

お

な

っ

て

も

、

お

い

し

い

お

は

ぎ

や

つ

き

み
だ
ん
ご
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
な
。

‘’
 

ば
あ
さ
ん
が
つ
く
っ
た
ケ

ー
キ
も
お
い

'

,

'

ぽ

く

ん

ち

の

お

ば

あ

ち

ゃ

ん

も

す

き

し
そ
う
。

,
‘
’
だ
け
ど
、
だ
っ
て
だ
っ
て
の
お
ば
あ
ち
ゃ

い

つ

も

、

だ

っ

て

と

い

う

の

が

口

ぐ

、

せ
の
お
ば
あ
さ
ん
。
お
も
し
ろ
い
お
ば
ヽ
、
｀
‘
‘
‘
¥
、
文
‘
‘
'
，
'
，
'
ん
も
大
す
き
だ
よ
。

'

／

九

十

八

さ

い

の

お

ば

あ

さ

ん

よ

り

へ

ち

出

‘
‘
/
、
ず
っ
と
ず
っ
と
わ
か
く
て
、
げ
ん

あ
さ
ん
で
ゆ
か
い
で
す
ね
。
九
十
八
、
‘
‘
‘
¥
｀
想

J

さ
い
で
も
な
に
し
て
も
い
い
の
に
、
‘
‘

き
が
い
い
よ
。
五
さ
い
に
な
っ

い

け

な

い

と

お

も

っ

て

い

た

、

｀

‘

、

ヽ

、

感

の

戸

た
か
ら
だ
ね
。
い
つ
も
ね

、

ヽ

、

書

ん

□[t
読

部

二

「

□
寧

ん
t

り[[口[

し
た
り
、
ま
め
も
ぎ
を
し
た

の
＞
つ

か

ら

、

五

さ

い

に

な

れ

て

よ

、

／

年

位

‘
‘
り
し
て
、
い
つ
ま
で
も
げ
ん
き
で

いこ

か
っ
た
で
す
ね
。
ね
こ
は
、
ろ
う
‘
'
，
／
、
学
ー
＋
ー

、
て
ね
。

し

そ
く
を
お
と
し
て
し
ま
っ
た
と
き
、
‘
‘
‘
,
、
低
巳

<
r

＼

ぽ

く

の

お

ば

あ

ち

ゃ

ん

に

も

、

い

つ

い
や
な
き
も
ち
だ
っ
た
と
お
も
う
よ
。
‘
‘
‘

ヽ

、

ま

で

も

げ

ん

ぎ

で

い

て

ほ

し
い
よ
。

お
ば
あ
さ
ん
が
ゆ
る
し
て
く
れ
て
よ
か
っ
，
‘
‘
’

だ
っ
て
だ
っ
て
の
お
ば
あ
さ
ん
、
い

、‘

た
よ
。
お
ば
あ
さ
ん
、
九
十
八
さ
い
の

｀

、

つ

ま

で

も

、

五

さ

い

の

ま

ま

で

い

て

ほ

ま

ま

よ

り

、

五

さ

い

の

ほ

う

が

よ

か

っ

‘

‘

た

よ

。

し

い

な

。

お

い

し

い

ケ

ー
キ
も
ね
こ
さ

「

だ

っ

て

わ

た

し

は

、

九

十

八

だ

も

の

。

」

ん

に

つ

く

っ

て

ね

。

げ

ん

き

で

ね

。

と
い
う
か
わ
り
に
、

「
だ
っ
て
わ
た
し
は
、
五
さ
い
だ
も
の
。
」

と
い
う
ほ
う
が
、
わ
か
が
え
っ
て
い
い

よ。
お
ば
あ
さ
ん
、
さ
か
な
つ
り
が
じ
ょ

う
ず
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
よ
。
ね
こ
さ

ん
の
お
か
げ
だ
ね
。
ま
え
か
け
の
な
か

も

な

れ

た

ね

。

ゆ

か

い

だ

よ

。

う

ち

の

お

ば

あ
ち
ゃ
ん
は
、
だ
っ
て
は
、
い
わ
な
い

よ
。
で
も
、
ぼ
く
と
お
な
じ
七
さ
い
に

な
れ
ば
い
い
な
。
七
さ
い
に
な
れ
ば
、

ぼ
く
と
い
っ
し
ょ
に
、
さ
か
な
つ
り
に

い
っ

し
ょ
に
い
け
る
の
に
な
あ
。
サ
ッ

カ
ー
も
で
き
る
の
に
な
ー
。
そ
れ
に
、

や
き
ゅ
う
も
ラ
ケ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

も
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
で
き
る
の
に
な
あ
。
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「
草
木
染
め
教
室
」
が
、

学
級
生

三

十

一
人
を
迎
え
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

第

一
回
目
は
、
十
月
十
六
日
（
土
）
に
、

玉
ネ
ギ
の
外
皮
を
使

っ
て、

学
級
生
が

糸
や
輪
ゴ
ム
で
絞
り
を
入
れ
た
ハ
ン
カ

チ
と
テ
ー
ブ
ル
セ
ソ
タ
ー
を
染
め
ま
し

た
。
木
酢
酸
鉄
な
ど
の
媒
染
液
に
浸
す

こ
と
に
よ

っ
て
黄

・
茶
・
濃
緑
色
の
色

楽累
し染
んめ
でを

i‘ 
三

惑
想
を
寄
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
御
紹
介

し
ま
す
。

が
出
ま
し
た
。
三
間
町
の
町
お
こ
し
グ

ル
ー
プ
の
方
に
御
指
導
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

第

二
回
目
は
、
十
月
三
十
日
（
土
）
に

大
洲
市
の
宮
武
ミ
ョ
先
生
を
お
迎
え
し

て
、
栗
の
鬼
皮
を
使
っ
て
渋
い
茶
系
に
、

ま
た
や
ま
も
も
の
樹
皮
で
黄
色
と
深
緑

色
に
、
の
れ
ん
や
ざ
ぶ
と
ん
カ
バ
ー
を

染
め
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
絞
り
を
入
れ
る
の
が
大

変
だ

っ
た
よ
う
で
す
が
、
糸
を
使
っ
て

花
や
動
物
を
型
ど
っ
た

り
、
簡
単
に
輪
ゴ
ム
で

巻
い
た
り
と
、
出
来
あ

が
り
は
上
々
で
し
た
。

糸
を
ほ
ど
く
時
、
あ
ち

こ
ち
で
歓
声
が
沸
い
た

り
拍
手
が
お
き
ま
し
た
。

世
界
で
唯
一
の
作
品
に
、

み
な
さ
ん
満
足
そ
う
で

し
た
。

第
三
回
目
は
、
絹
の

ス
カ
ー
フ
等
の
染
色
を
、

最
後
は
徳
島
県
の
藍
染

め
の
研
修
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

上手に絞り染めができました

公
民
館
へ
本
を
返
し
に
寄

っ
た
時
、

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
参
加
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

楽
し
み
に
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
ハ
ソ

カ
チ
が
送
ら
れ
て
き
て
「
し
ぽ
り
」
を
入

れ
て
き
て
下
さ
い
と
の
事
。
さ
あ
、
大

予
子
林

宮
田
ミ
ヱ
子

草
木
染
め
教
室
に
参
加
し
て

クィズ

素朴な疑問

相撲の土俵入りで、幕内力

士全員が、両手で化粧回し

をちょっとつまんで持ちあ
げるのはなぜですか？

①
し
こ
を
簡
略
化
し
た
動
作

正
式
な
土
俵
入
り
で
は
、
右
2
回
、
左
1
回

の
し
こ
を
踏
み
ま
す
が
、
幕
内
力
士
の
数
が
増

え
、
土
俵
が
狭
く
な
っ
た
の
で
、
し
こ
を
簡
略

化
し
て
、
化
粧
回
し
を
持
ち
上
げ
る
動
作
に
な

り
ま
し
た
。

こ

じ

②
カ
を
誇
示
す
る

相
撲
は
、
奈
良
•
平
安
時
代
に
は
「
す
ま
い
の
せ
ち
え
」
と
呼
ば

れ
、
神
様
に
捧
げ
る
催
し
で
し
た
。
そ
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
勝

負
の
神
様
に
自
分
の
力
を
示
す
た
め
の
動
作
だ
っ
た
の
で
す
。

ま
る
ご
し

②
丸
腰
で
あ
る
こ
と
を
示
す

相
撲
は
、
正
々
堂
々
と
素
手
で
勝
負
す
る
も
の
で
す
。
取
組
の

前
に
腰
を
下
ろ
し
て
、
両
手
を
開
い
て
見
せ
る
の
は
、
武
器
は
何

も
持
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
見
せ
る
た
め
な
の
で
す
。

③
化
粧
回
し
を
見
せ
る

化
粧
回
し
は
ひ
い
ぎ
筋
（谷
町
）
か
ら
送
ら
れ
た
も
の
な
の
で
、

き
れ
い
な
化
粧
回
し
を
ど
う
も
あ
り
が
と
う
、
と
い
う
意
味
で
持

ち
上
げ
る
、
大
き
な
力
士
の
小
さ
な
心
遣
い
な
の
で
す
。（
答
え
は
2
4
ペ

ー
ジ）

変
。
初
め
て
な
の
で
困
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
所
ど
こ
ろ
糸
で
く
く
っ
て
何

と
か
絞
り
を
入
れ
ま
し
た
。
染
め
上
が

り
を
楽
し
み
に
先
生
の
話
を
聞
き
な
が

ら
、
染
色
液
と
媒
染
液
に
浸
す
作
業
を

何
度
も
繰
り
返
し
て
染
め
て
ゆ
き
ま
し

た
。
実
習
室
は
、
に
ぎ
や
か
な
話
し
声

で
渦
巻
い
て
い
ま
し
た
。

糸
を
切
っ
て
広
げ
る
時
、
ど
ん
な
絞

り
が
入
っ
て
い
る
か
胸
が
ド
キ
ド
キ
し

て
、
緊
張
の
一
瞬
で
す
。
み
な
さ
ん
の

作
品
は
、
ち
ょ
う
ち
ょ
や
ど
ん
ぐ
り
や

花
な
ど
立
派
な
図
案
が
浮
き
出
て
い
ま

し
た
。
ち
な
み
に
私
の
は
．．．．

．．
 

「
時
の
遅
れ
た
月
見
だ
ん
ご
が三つ

。
」
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こ
の
句
は
「
盆
」

と
言

ぅ
彪
で
作
ら
れ
た
句
で
、

新
盆
に
は
家
と
家
の
お
つ

き
合
い
上
盆
見
舞
に
行
く
の
が

ー
つ

の

し
き
た
り
と
し
て
、
こ
の
地
方
に
は
残
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
親
族
同
志
の

ー
つ

の

義
務
義
理
と
し
て
当
然
な
す
ぺ
き
事
と

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
義
務
を
済
ま
せ
て
、

ホ
ッ
ト
し
た
感
じ
が
良
く
出
て
い
る
句

で
あ
る
。

そ
の
義
理
を
欠
く
と

〇
義
理
を
欠
き
心
の
重
荷
何
時
迄
も

と
守3
う
よ
う
な
句
に
な
る
事
に
な
る
。

闘柳入阿 (6)
～つりはし川柳会～

〇
義
理

＿
つ
す
ま
せ
て
帰

る
盆
見
鐸

今
月
か
ら
句
の
鑑
宜
に

は
い
り
ま
す
。

お 知

佐川亮

個展が閉催

されています

すばらしい芸栢を

ぜひご覧下さい

らヽ
せ

0

お
盆
す
ぎ
村
は
静
か
な
元
の
過
疎

〇
盆
過
ぎ
て
元
の
静
け
さ
夫
婦
の
灯

こ
の
二
つ
の
句
は
、
共
に
盆
の
帰
省

客
が
去
ん
で
元
の
静
け
さ
に
な
っ
た
事

を
詠
ん
だ
句
で
あ
る
が
、
前
の
句
は
村

全
体
を
詠
ん
で
い
る
の
で
、
抽
象
的
な

句
と
な
り
、
後
の
句
は
、
夫
婦
の
灯
と

二
人
だ
け
に
な
っ
た
と
具
体
的
に
詠
ん

で
い
る
の
で
、
静
か
に
な
っ
た
様
子
が

よ
く
解
る
句
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
句
を
読
ん
で
、
そ
の
情

飲
（
あ
り
さ
ま
）
が
よ
く
わ
か
る
よ
う

（
読
者
に
）
に
作
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

「
静
か
な
元
の
j

「
元
の
静
け
さ
」
こ
の

使
い
方
も
大
い
に
勉
強
す
る
必
要
が
あ

り
、
句
の
良
い
悪
い
も
表
現
の
し
か
た

次
第
で
あ
る
。

と き

ところ

1993年11月10日（水）～12月108（金）

肱川町歴史民俗資料館

開館時問午前9時～午後5時
休館日 毎週月耀と祝日の翌日
〒797-15愛媛県喜多郡肱川町山鳥坂

8(0893)34-2527 

伊予肱川間易保険保養センター

〒797-15愛媛県召多郡肱川町山鳥坂
8(0893)34-2211 

個展に寄せて

セ
イ
(F
M愛
媛
）
『
せ
，

,
•

四
放
送
F
M
エ
ッ

l
―
九
八
九

・1
、

カ
れ
よ
J

（佐
Ill

敬
）
か
ら

高
校
時
代
の
余
リ

そ
の
別
れ

L
な、

て
且
月
1
|
|

は
ド
に
~

土
旦
哨
冒
崖
尻

|
 
店乳
汀
l
|
|
|
|
|
h位
ド

月
月
叶
叶
|
|
|
|
|
l

崖眉詞月|
 
臼い
，
 

|
 

せ
が
れ
の
名
（
充
と
、

虹t
 
|
 
＼
と
忠
っ
た
の

附

一

現
代
の
生
珪
学
習
プ
ー
ム

の
背
保
に
は
、
や
は
り
、
そ

一一
i

れ
な
り
の
時
代
の
要
諮
が
あ

゜一

る
は
ず
で
あ
る
。

一一

そ
の
「
時
代
の
要
訪
J

と

一-

は
何
で
あ
る
か
、
ど
う
い
う

一一

こ
と
か
。

a
 

子
供
が
少
な
く
な
り
、
家

一一

族
数
が
減

っ
て
し
ま
っ
た
。

一＿
老
人
ば
か
り
が
多
く
な
り
、
暇
が
増
え

e
 一一

た
か
ら
、
み
ん
な
で
暇
つ
ぷ
し
に
何
か

i

し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
．
．
．．．．．．．
o

一

そ
れ
な
ら
、
誰
で
も
で
き
る
よ
う
な

i

軽
ス

ポ
ー
ツ
が
よ
い
。
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル

i

が
最
適
だ
。
い
や
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー
の
方

一
が
面
白
い
。
グ
ラ
ソ
ド
ゴ
ル
フ
は
ど
う

一
か
。
い
や
い
や
、
遊
ぷ
ば
か
り
で
も
な

一

み

一
ん
だ
か
ら
、
何
か
、
少
し
は
実
に
な
る

一
こ
と
も
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
．
．
．．．．．．．
o

一

そ
ん
な
程
度
の
こ
と
は
、
生
涯
学
習

-
と
言
う
も
お
こ
が
ま
し
い
。
そ
れ
ら
は
、

一二
集
団
遊
ぴ
」
に
す
ぎ
な
い
。

一

生
涯
学
習
と
い
う
こ
と
が
、

ユ
ネ
ス

一
コ
の
国
際
、
ッ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
教
脊
計

一゚
画
の
た
め
の
新
し
い

教
訂
観
と
し
て
再

i

評
価
（
一
九
六
七
年
）
さ
れ
て
、
世
界
的

一
に
脚
光
を
浴
ぴ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
原

一
点
を
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な

一
い
か
。
ユ
ネ
ス
コ
論
議
の
根
底
に
は
、

一
社
会
の
変
化
に
よ
る
民
主
主
義
の
危
機

-
を‘

一
人
一

人
の
人
間
を
民
主
主
義
的

-
人
間
に
再
武
装
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て

-
回
避
し
、
克
服
し
て
い
こ
う
と
す
る
意

一
図
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

゜一

そ
の
原
点
を
な
お
ざ
り
に
し
た
生
涯

一
学
営
が
、
ど
ん
な
未
来
を
人
類
に
約
束

ご
9

る

で

あ

ろ

う

か

。

（

佐

）
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過
日
神
井
弘
之
君
の
結
婚
披
露
宴

に
招
待
さ
れ
出
席
さ
せ
て
頂
い
た
。

新
郎
の

一
・
ニ

年
生
の
時
の
担
任
で

あ

っ
た
と

云
う
猪
本
喜
子
先
生
が

「
お

二
人
の
門
出
に
『
も

っ
た
い
な

い
』
と
云
う
言
菜
を
餞
に
贈
る
」
と

云
わ
れ
た
が
、
私
は
何
年
か
前
の
こ

と
こ
の
言
葉
は

近
い
将
来
消
え

，
 

＞
 
9

,

 

る
だ
ろ
う
と
思
っ

ヽ
~

た
。
数
十
台
と

3

l

v

並

ぶ

テ

レ

ビ

、

⑫

な

>>

[O]5

>

>
[
C

考
え
、
数
字
で

表
せ
ら
れ
な
い
価
値
は
何
の
意
味
も

な
い
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
光
景
を
見
た
時
、
私
は
捨
て

ら
れ
る
煙
草
も
さ
る
事
な
が
ら
若
い

力
が
こ
う
い
う
形
で
費
や
さ
れ
て
い

い
も
の
だ
ろ
う
か
あ
あ
も
っ
た
い
な

い
事
だ
と
思
っ
た
も
の
で
あ
る
。

聖
書
は
永
遠
の
ペ
ス
ト
セ
ラ
ー
と

い
わ
れ
て
い
る
が
創
世
期
一
章
に
、

神
が
天
地
を
作
り
動
物
、
植
物
を
作

あ
る
。

り
、
人
も
作
ら
れ
祝
福
し
て
い
わ
れ

た
「
生
め
よ
、
ふ
え
よ
、
地
に
満
ち

よ
、
地
を
従
わ
せ
よ
、
又
す
べ
て
の

生
き
物
を
治
め
よ
」
…
…
と
体
は
小

さ
く
て
も
優
れ
た
知
恵
を
授
け
て
地

も
す
べ
て
の
動
植
物
も
治
め
さ
せ
よ

う
と
創
造
さ
れ
た
わ
れ
わ
れ
人
間
で

あ
り
な
が
ら
、

自
然
を
破
壊
し

地
球
を
温
暖
化

し
つ
つ
あ
る
し
、

多
く
の
動
植
物

を
絶
滅
さ
せ
た

り
、
寸
前
に
追

い
や

っ
て
い
る

事
を
思
う
と
十
ヶ

月
毎
に
廃
棄
処

分
に
し
て
い
る

四
万
余
円
の
コ

ッ
タ
ク
ト
レ
ソ

ズ
等
も
っ
た
い

な

い

物

の

類

（
た
ぐ
い
）
で
は

な
い
か
と
諦
め

て
い
る
昨
今
で

嘉城

山本登志夫

クイズ素朴な疑問

両
手
で
化
粧
回
し
を
持
つ
の
は
、
力
強
く
し
こ
を
踏
む
動
作

を
簡
略
化
し
た
も
の
で
、
昔
は
、
幕
内
力
士
も
横
網
力
士
の
土

俵
入
り
と
同
じ
動
作
を
し
て
い
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
錦
絵
に
は

5
?
6
人
の
幕
内
力
士
が
し

っ
か
り

と
土
俵
入
り
し
て
い
る
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は

20

人
近
い
力
士
が
お
り
、
一
度
に
土
俵
入
り
す
る
ス
ペ
ー
ス
も
な

い
の
で
、
し
こ
を
踏
む
動
作
だ
け
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。

玉
①
し
こ
を
簡
略
化
し
た
動
作

熱き風 心を開く人権集会全体会風景

人

権

集

会

第
四
回
「
熱
き
風
心
を
開
く
人
権

集
会
」
が
十

一
月
八
日
、
六
四
八
人
の

参
加
者
を
集
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
今
年
は
、
町
外
か
ら
の
参
加
者

も
二
百
人
を
数
え
、
肱
川
町
の
「
熱
き

風
」
は
県
内
は
も
と
よ
り
、
県
外
へ
も

1
1

速

報

II

第

四

回

広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
人
権

の
輪
を
大
切
に
育
て
て
行
き
た
い
も
の

で
す
。大
会
の
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
次
号

で
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

よ
り

臼◎

公
民
館
報
六
月
号

「
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー」

の
空
欄
の
解

答
を
発
表
し
ま
す
。

い
か
が
で
し
た
か
？

全
問
正
解
と
い
う
す
ば
ら
し
い

人
も
い
た
よ
う
で
す
。

10 9 8
 
7
 
6
 
5 4 3 2

 
教
養
文
化
社
会
教
育

住
民
文
化
教
養
健
康
純
化
社
会
福
祉

寄
与
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伯＼八
／
賛

ロ
八
鸞

JJ 

F
 

）ロロ口

し

a

i

"11f

□
1

囚

＼

ち
t

i

f

9

會

い
ぁ
~
鸞

ぃ

M

o

ti

川．渭

i

¢
•
V
.
`
3

噌
務

ロ：
こ

第1回まちがいさがし大会！
LEVEL l 左の絵とちがう所を 5つみつけ

よう。
あたった方はおめでとう。

※今回はかんたんなので答えは書きません。

郡
内
の
青
年
団
員
が
集
ま
っ
て
行
わ
う
コ
ー
ス
で
ス
イ
ス
イ
と
。
雨
の
中
で

れ
た
オ
リ
エ
ソ
テ
ー
リ
ソ
グ
。
残
念
な
の
ひ
と
と
き
の
戯
れ
は
と
て
も
グ
ッ
ド

事
に
小
雨
が
降
る
な
か
で
は
あ
り
ま
し
で
し
た
。
シ
ャ
イ
な
性
格
で
な
け
れ
ば
、

た
が
、
各
団
の
方
々
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
く
も
っ
と
楽
し
め
た
は
ず
な
ん
だ
が
。

参
加
し
た
の
で
は
な
い
か
な
？

By
じ

っ
ち
ゃ
ん

0

車
で
各
ポ
イ
ソ
ト
を
回
る
と
い
う
事
今
回
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
天
候

で
心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、
別
段
大
ぎ
に
は
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
郡
内

な
事
故
も
な
く
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
の
人
達
と
会
う
事
が
出
来
、
良
い
経
験

出
来、

ホ
ッ
と

一
安
心
。

に
な
り
ま
し
た
。

By
り
え
ち
ゃ
ん

0

く
ち
ゃ
ん

0

7

笏
4.Q

し
[
。
[
い
[
‘
ノ
[
j
J
O
L

〗
〗
[
し

7
1
1
‘聾

〗
〗
口
〗
／
ー
ロ
ロ

長
浜
と
/
[
／
〗
〗
/

•し
1
9
7

ロ

ロ

冨永君 橋本君 智葉さん河内さん

てのが仕うれし最が場
おお多事に‘た初過の新
り世いはな自がはぎ仕人
ま話の‘り分‘失よ事の
すもで特まの最敗うに藤
°さすに し意近ばと就原
せがイた見はかしい優
て‘べ゜も仕りてて勝
し、特、ノ私言事しい早で
た別卜のえにてま七す
だ町関主るもいすヶ゜
い民係なよ慣ま ゜月役

命をかけて……

風をおこさせていただきます

^
a
c
e
 

ルe
 

5
-
合
・
巧

藤原優勝

い
ろ
ん
な
人
と
接
す
る
機
会
が

多
い
の
で
、
接
待
の
し
か
た
、
言

葉
遣
い
な
ど
い
ろ

い
ろ
勉
強
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
皆
ん
な
親
切
な

方
ば
か
り
で
す
。

私
は
常
に
自
覚
を
持
っ
て
、
相

互
の
仕
事
を
尊
重
し
、
理
解
し
、

ま
た
同
僚
と
の
関
係
を
円
滑
に
す

る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
イ
ベ

ソ
ト
を
で
き
る
だ
け

多
く
実
施
し
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を

大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
、
い
ろ
ん
な
課
に

つ
く
と
思
い
ま
す
が
、
ど
ん
な
仕

事
も
や
り
こ
な
せ
る
よ
う
に
一
生

懸
命
で
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

i

ー

応
援
し

青
年
団

名
が
決
ま

の
広
報
が

い
ま
ま

を
、
若
さ

れ
る
こ
と

―
編
集
あ
と
ば
な
し
一

原
稿
を
書
い
て
く
れ
た
皆
様
方
に
は

心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

簡
単
に
引
き
受
け
た
こ
と
を
後
悔
し

な
が
ら
も
、
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
し

た
。
私
達
の
汗
と
涙
の
結
晶
を
皆
様
に

お
届
け
し
ま
す
。

末
永
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

来
月
の
表
題
は
橋
本
孝
博
君
で
す
。
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月 の 行 事 予 定 表

1 ・防火デー 18 ・定例部落長会

3 ・草木染教室
-=-' ••,• .... 

21~22 •町議会定例会
12 6 ．肱川町教育研究交流会（肱川町公民館） 22 ・農業委員会

6 ・行政相談 24 ・税金等出張受入れ

6 • 20 ・心配ごと相談 28 ・仕事納め

10 •町内幼稚園おたのしみ会 28~30 ・消防団年末夜警

月 15 •明老大学 下旬 •特別町民「風のパッケージ」発送

＇ 

12/26,....___, 1/9小・中学校冬休み 12/21,...___.,l/10年末年始交通安全運動

12月の日曜・祝日当直医

日 当 直 医 電 話

5 日
芳我外科医院

44-2560 
（内 子 町）

（日）
東大沙I、I城 戸眼科医院

24-1010 
（大 沙11 市）

堀 ) I l 医 院
43-0555 1 2 日

（内 子 町）

（日）
菊原外科医院

24 - 4646 
（大 沙11 市）

・三.． 来 医 院
44 - 2248 1 9 日

（内 子 町）

（日）
石村整形外科医院

23 - 5767, 
（大 沙H 市）
4ヽ JI I 医 院

44-2815 2 3 日
（内 子 町）

（日）
大沙•I、I 記念病院

25 - 2022 
（大 沙11 市）

古 J 11 医 院 44 - 2407 2 6 日
（内 子 町）

（日）
根〖緒小児科医院

24-3936 
（大 沙I1 市）9 :’ 

※変更になる場合がありますので前もって連絡してから
お出かけ下さい。

郷

黒

石

ト

モ

ヱ

さ

ん
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歳

協

生

北

田

照

夫

さ

ん

(80
歳
）
劫
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*

＊

＊

＊

*

＊

 

合

＊
ぉ
誕
生
お
め
で
と
う
＊

ご
ざ
い
ま
す
＊

合女*

＊

＊

*

＊

＊

 

下

鹿

野

川

福

田

永

一
郎
さ
ん

長

男

爽

一
郎
ち
ゃ
ん

共

栄

坂

弘

務

さ

ん

長
男
慶
太
ち
ゃ
ん

*
＊
*
＊
*

|
*
 
＊
 
＊
 

＊
ご
め
い
ふ
く
を

＊
 
＊

ぉ

祈

り

い

た

し

ま

す

＊

*

＊

*

＊

*

*

 

急 病 院

曜 日 病 院 名 電 話

月・火 大沙卜［市立病院 24-2151 

水 加 戸 病 院 24-5101 

木～日 大、洲中央病院 24-4551 

相談日：月曜日から金曜
◎弁護士相談日・毎週木曜日
◎専門の相談員が親身になっ
てご相談に応じます。

ロ交通事故相談

o.` ば訟＝
ー ●電話でのご相談
もお受けします。

。 0899-
を、",、・・.0 

45-2335（直通）

AM9:oo~ PM4:oo 
P Ml: 00~4: 00まで

松山自動車保険請
求相談センター

◎
行
政
相
談

▽

日

時

12
月
6
日
（
月
）

午
後
1
時
30分

ー

4
時
30
分

▽

場

所

肱

川

町

公

民

館

二
階
青
年
室

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6

三
四
ー
ニ
五

0
八

12
月
20
日
（
月

12
月
6
日
（
月

相

談

日

山猪寺福
担

本本岡田当

相

節喜初談

子子恵保
員

面

■ご
璽
函
璽

◎
心
配
ご
と
相
談

▽

時

間

午

後

1
時
30
分

ー

4
時
3
0
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

▽
場

所

◎
幼
児
教
室

◎
三
種
混
合
予
防
接
種

◎
健
康
つ
く
り
料
理
教
室

午

前

10
時

i

12月
10
旦
金
）
岩
谷
公
民
館

い
い
こ
二
[
[
[
:
[
午
後
2
時

◎
1
2
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

12
月
15
日
（
水
）

（
出
す
の
は

12
月
1
4
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

予
子
林
・
岩
谷
・
正
山
地
区
・
見
の

越
・
月
野
尾
・
京
造
・
鹿
野
川
・
中

野
（
篠
谷
・
滝
山
）
・
上
森
山
・
八
重
栗

◎
不
用
犬
回
収
日

▽
日

時

12
月
14
日
（
火
）

午
前
9
時
ま
で

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日

時

一

場

所

一

時

間

139 
日
ー
ー

午後
1
時

30
分

ー

2
時

1
2
月
2
1
日
（
火
）
一
正
覚
集
会
所
一

日

時

場

所

時

◎
健
康
相
談

~
 
日ー

＿午後
1
時

30
分

ー

2
時

1
2
月
2
2
日
（
水
）
一
保
健
セ
ン
タ
ー

日

時

場

所

時 時

間

＿午前
9
時

30
分

ー

11時

30
分

12
月
15
旦
水
）
一
保
建
セ
ン
タ
ー

日

時

場

所

日
。
目
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